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1.調査背景及びその目的 

1-1.調査背景 

舶用品については、海上における人命の安全のための国際条約(SOLAS条約)など国際的な枠組み

に基づき旗国において定められた要件を満たすことが求められ、一般に船舶に搭載するために旗国か

らの承認を受けなければならない。舶用品の承認については、欧州の場合、EU共通の承認制度が存

在するものの、実際はそれぞれの旗国が独自に実施している。従って、ある舶用品を複数国籍の船に

搭載するためには、各国において承認を受けなければならない。 

韓国は2000年以来、造船産業の持続的な成長に支えられ、世界屈指の海洋国として成長した。韓

国製舶用品の80～90％が国内で生産されるほど、舶用品産業の競争力・規模が着実に拡大されてき

た。エコ・スマート資機材の場合、韓国製舶用品がグローバルスタンダードに大きく影響する事例もしば

しば見られるようになった。 

そうした状況の中、日本の舶用品製造者の海外展開に当たって主要国における舶用品の型式承認

制度に関する参考資料を作成する必要があり、韓国における型式承認制度について調べることにした。 

 

1-2.目的 

現在、舶用品の型式承認制度は国によって適用要件、適合性確認方式、試験機関、製造者の製造

力確認方式などが異なる。従って、主要な海洋国として成長した韓国における舶用品の型式承認制度

について調べることで、韓国進出に当たって有効な参考資料とすることができる。また、承認を受けた

舶用品に欠陥が見つかった場合の韓国の対応体制を把握しておくことで、能動的な対応が可能になる。 

よって、主要な海洋国との比較・検討のための基礎資料として活用するとともに、日本の舶用品製造

者による海外展開に一助するために有数の海洋国として成長した韓国における舶用品の型式承認制

度について調べることにする。同調査は代表的な舶用品9品目(表1調査対象(9品目)参照)をその対象

とするが、｢布張り家具｣のみ韓国に関連した基準などがないため、内容を省略する。 

 

表1調査対象(9品目) 

番号 品目名 

1 落下傘付き信号 

2 信号紅炎 

3 膨張式救命いかだ 

4 油排出監視制御装置 

5 不燃材料 

－ 1 －
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6 布張り家具 

7 航海用レーダー反射器 

8 船橋航海当直警報装置(BNWAS) 

9 衛星非常用位置指示無線標識(EPIRP) 

 

2.韓国における舶用品の型式承認制度の概要 

2-1.概要 

韓国における舶用品の型式承認制度の正式名称は「型式承認及び検定制度」であり、大きく「船舶

安全法に基づいた舶用品の基準による舶用品の型式承認及び検定」、「海洋環境管理法に基づいた

海洋汚染防止設備の基準による海洋汚染防止設備の型式承認及び検定」に分けられる。韓国政府は

船舶の安全と環境汚染に致命的な影響を及ぼす舶用品158品目(付録1を参照)、海洋汚染防止設備1

2項目(付録2を参照)に対し、それぞれ「舶用品の型式承認及び検定」、「海洋汚染防止設備の型式承

認及び検定」の基準に基づく韓国政府からの認定を受けることを義務付けている。その対象外となった

品目は電波法、漁船法などによって規制されている。例えば、無線設備の場合、電波法に基づき、国

立電波研究院の適合性評価に関する告示1により、同研究院から適合認定を受けることが義務付けら

れている。 

「型式承認及び検定制度」の運営主体は主管省庁(国土海洋部)、指定試験機関2、検定機関3などで

あり、各機関の役割によって製造者として認定が行われる。その流れを見ると、申請者(製造者又は輸

入者)が試験機関に認定を申し込むと、同機関において国土海洋部の告示に基づき公認試験が行わ

れる。その後、管省庁は、申請者からの試験成績書と合格証書の提出を受け、確認を経て認定書を発

行する。この過程を経て認定を受けた製品でなければ、韓国籍船への搭載が認められない。その搭載

時期は、韓国船級協会(以下、「KR」という)が現場で検定を行う。その他、KRやその他機関が独自で舶

用品の認定を行う制度は存在しない。 

                                                      

1国立電波研究院告示「第2012-9号(2012.3.19)放送通信資機材等の適合性評価に関する告示」 

2 (財)韓国造船海洋資機材研究院(KOMERI)、韓国機械研究院(KIMM)など合計12の指定試験機関が

ある。 

3韓国船級協会、韓国船舶安全技術公団の2機関がある。 

－ 2 －
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図1韓国における舶用品の型式承認・検定の流れ 

 

(出所)韓国船級協会、「韓国における舶用品の型式承認・検定の流れ」をもとに作成 

試験に係る流れを見ると、申請者(製造者又は輸入者)が指定試験機関に申込を行うと、同機関にお

いて申請書などの検討を経て試験スケジュールに沿って公認試験が行われる。4その試験結果を主管

省庁に提出し、同機関から認定を受けるまで通常4～5ヶ月がかかる。ただし、試験品目、回数によって

大きな開きがある。5 

また、一種のプロトタイプ・テストと見られる予備検査制度(船舶安全法第22条、船舶安全法施行規則

第54条)がある。予備検査は当該舶用品が大量生産でなく単品として生産される場合(内燃機関、軸系

装置、バルブ、モーター、発電機など)、その単品の舶用品が搭載される船舶が特定される前に、型式

承認に代わって品質認定を受けるものである。型式承認に比べ、 関係手続が簡単で、所要時間が短

いが、海洋汚染防止設備はその対象になっていない6。関係業務は検定機関(韓国船級協会、船舶安

全技術公団)で行われる。 

 

                                                      

4基準は国土海洋部告示によるものである。 

54-5ヶ月はヒアリング対象者(試験機関の担当者)の回答によるものである。 

6海洋汚染防止設備は例外規定を除けば原則として予備検査制度を採用することができない。 

－ 3 －



7 

図2予備検査の流れ 

 

(出所)韓国船級協会、「韓国における舶用品の型式承認・検定の流れ」をもとに作成 

2-2.主管省庁 

主管省庁は国土海洋部で物流港湾室海事技術課がその担当部署となっている。 

表2国土海洋部海事技術課の担当者及びその連絡先 

氏名 部署 連絡先 主な業務内容 

イ・サンジン 海事技術課 02-2110-8586 海事技術業務の総括 

イム・ウルビン 海事技術課 02-2110-8587 
船舶構造基準の制定・改正、舶用品の型式承認、IMO DE

及びSLF専門委員会関係、R&D管理 

ド・ミョンファン 海事技術課 02-2110-8593 
海洋環境管理法、船舶平衡水法、船舶安全技術公団(KS

T)の指導・監督、国際海事機関海洋環境保護委員会関係

ナ・ソンジン 海事技術課 02-2110-8590 
危険物の積載・運送、CIP、気候変動、温室効果ガス及び

グリーンシップ等 

キム・ユンギ 海事技術課 02-2110-6381 船舶検査制度の運用 

チョン・テヨン 海事技術課 02-2110-6379 

船舶平衡水、船舶安全技術公団の指導・監督、海洋環境

管理法(船舶部門)関係、MEPC＆BLG関係、海洋汚染防止

のための船舶構造及び設備基準等 

キム・ジェグン 海事技術課 02-2110-6382 
船舶検査制度及び船舶施設安全管理制度の運用、船舶

安全法令の制定・改正等 

イ・マニョン 海事技術課 02-2110-8589 
船舶安全技術公団の支援及び船舶運動安全確保に係る

予算・成果管理、BSC、総務関係(庶務やセキュリティ)等 

ベク・ジンス 海事技術課 02-2110-8588 

船舶構造及び設備基準の制定・改正及び運用、舶用品の

型式承認及び優秀事業所制度の運用、IMO専門委員会関

係等 

－ 4 －
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氏名 部署 連絡先 主な業務内容 

チェ・ヨンスク 海事技術課 02-2110-8591 
危険物の船舶運送、気候変動、温室効果ガスの排出規制

関係等 

(出所)国土海洋部ウェブサイトより抜粋(2012年3月末時点) 

 

2-3.舶用品及び海洋汚染防止設備の型式承認指定試験機関 

2-3-1.舶用品の型式承認指定試験機関 

舶用品及び海洋汚染防止設備の型式承認に係る指定試験機関7は、国土海洋部の告示に基づき指

定され、本来、政府が行うべき当該品目の試験を代行する。 

 

表3舶用品の型式承認指定試験機関の連絡先 

番号 機関名 連絡先 

(財)韓国造船海洋資機材研究院 051-400-5173 

1 

Korea Marine Equipment Research Institute(KOMERI) 051-400-5191 

防災試験研究院 031-887-6613 

2 

Fire Insurers Laboratories of Korea(FILK) 031-887-6610 

釜山・蔚山地方中小企業庁 051-601-5145 

3 

Pusan Regional Small and Medium Business Administration 051-341-4024 

韓国建設技術研究院 031-910-0720 

4 

Korea Institute of Construction Technology - 

韓国建設生活環境試験研究院 02-2102-2650 

5 

KOREA ENVIRONMENT & MERCHANDISE TESTING INSTITUTE 02-856-5636 

韓国機械研究院 042-868-7323 

6 

Korean Institue of Machinery and Materials(KIMM) 042-868-7355 

                                                      

7船舶安全法第18条の第3項に基づく試験を行う「指定試験機関」である。 

－ 5 －
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番号 機関名 連絡先 

韓国機器乳化試験研究院 02-543-3719 

7 

Korea Machinery Meter and Petrochemical Testing Research .. 02-516-5398 

韓国産業技術試験院 031-500-0433 

8 

Korea Testing Laboratory 031-500-0449 

韓国消防産業技術院 031-289-2803 

9 

Korea Fire Industry Technology Institute 031-287-9066 

韓国原糸織物試験研究院 02-3299-8071 

10 

Fititesting and Research Institute 02-3299-8157 

韓国電気電子試験研究院 031-428-7524 

11 

Korea Electric Testing Institute 031-455-7150 

韓国化学試験研究院 02-635-6100 

12 

Korea Testing and Research Institute Chemical Industry Di.. 02-634-1008  

(出所)韓国船級協会 

表4韓国造船資機材研究院の概要 

機関名(和文) (財)韓国造船海洋資機材研究院 

機関名(英文) Korea Marine Equipment Research Institute(KOMERI) 

電話番号 051-400-5173 

ファックス番号 051-400-5191 

所在地 釜山市影島区東三洞1125-22 

ウェブサイト http://www.komeri.re.kr 

所管告示 国土海洋部告示第2011-712号 

指定日 2011年11月25日 

－ 6 －



10 

試験対象品目 

倉口覆布、倉口覆布の布地、倉口覆布の防水布地、応急医療具、手動ポンプ、日光信号鏡、浮力材料(プラスチ

ック材)、浮力材料(コルク材及びバルサ材)、救命索発射器、手用測鉛、一般ロープ、救命ロープ、音響測深機、

着色円筒型ガラス及び着色挿入ガラス、無色円筒型ガラス、レーダー反射器(生存艇用レーダー反射器を含む)、

航海情報記録装置(VDR)及び簡易型航海情報記録装置(S-VDR)、自動仕分けシステム(ATA)、電子海図情報表

示システム(ECDIS)、防爆型の電気器具、GPSプロッター、消火器、スラッジ除去装置、防火戸、隔壁材(隔壁や甲

板、天井)、電線の貫通材、防火窓、防火シャッター(自動・手動)、不燃性材料、第一種衛星航法装置、第二種衛

星航法装置、浸水警報装置(検知器及び警報盤)、船尾管シール装置（メカニカルシール方式）、信号灯、消防用

斧、火災探知装置受信機(表示盤及び制御盤)、全閉囲型救命艇(自由降下式、空気自給式、空気自給自由降下

式、耐火式、耐火自由降下式を含む)、一般救助艇(固型、複合型)、高速救助艇(複合型)、船橋航海当直警報装

置、汽笛、高圧ガス容器のバルブ、救命艇用及び救命艇用内燃機関、泡モニター・発泡倍率測定装置(固定式泡

末消火装置用)、炭酸ガスマニホールド(固定式炭酸ガス消化装置用)、LED(発光ダイオード)航海灯、高圧ガス容

器(固定式炭酸ガス消化装置用) 

(出所)韓国船級協会、(財)韓国造船資機材研究院ウェブサイト 

表5防災試験研究院の概要 

機関名(和文) 防災試験研究院 

機関名(英文) Fire Insurers Laboratories of Korea(FILK) 

電話番号 031-887-6613 

ファックス番号 031-887-6610 

所在地 京畿道驪州郡加南面心石里69-1 

ウェブサイト http://www.kfpa.or.kr/filk/index.html 

所管告示 船舶及び舶用品の型式承認試験機関指定書(第2011-4) 

指定日 2011年10月5日 

試験対象品目 

低膨張泡消化剤(固定式泡末消化装置用)、手動ポンプ、高圧ガス容器のバルブ、泡消火器(化学泡・機械泡)、

泡消化剤(化学泡・機械泡)、スプリンクラー・ヘッド、自動消化装置(無人機関室用)、粉末消化剤、粉末消火

器、火災探知器(差動式スポット型、定温式スポット型、イオン化式、光電式、炎感知器)、防火戸、隔壁材(隔壁

や甲板、天井)、甲板上張材、電線の貫通材、防火窓、防火シャッター(自動・手動)、不燃性材料、上張材や下

張材、防火塗料、炭酸ガス消火器、消化ポンプ、ノズル、水噴霧放射器、国際陸上施設連結具、防煙ヘルメッ

ト、防煙マスク、自蔵式呼吸具、火災探知装置受信機(表示盤及び制御盤)、手動火災警報装置(発信機)、煙管

式火災探知装置、非常脱出用呼吸具、噴霧散水ノズル(開放型)、火炎侵入防止装置、圧力真空バルブ、持ち

運び式発泡ノズル(固定式泡末消火装置用)、泡モニター・発泡倍率測定装置(固定式泡末消火装置用)、逆止

バルブ・三方向バルブ・メインバルブ・安全バルブ・炭酸ガスマニホールド・フレキシブルホース(固定式炭酸ガ

ス消化装置用)、固定式消化装置用管類、持ち運び式泡末放射器、エアマットレス、救命ロープ、高膨張泡消

化剤、難燃材料(複合構造軟質ウレタンフォーム) 

(出所)韓国船級協会、防災試験研究院ウェブサイト 
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表6釜山・蔚山地方中小企業庁の概要 

機関名(和文) 釜山・蔚山地方中小企業庁 

機関名(英文) Pusan Regional Small and Medium Business Administration 

電話番号 051-601-5145 

ファックス番号 051-341-4024 

所在地 釜山市江西区菉山産業道路100番地 

ウェブサイト http://www.bu.smba.go.kr 

所管告示 舶用品及び小型船舶の試験機関指定書(第2008-02号) 

指定日 2008年8月1日 

試験対象品目 

倉口覆布(化学繊維に限る)、倉口覆布の布地(化学繊維に限る)、倉口覆布の防水布地(化学繊維に限る)、応急医

療具、救命浮器(外装材として布を採用したもの)、救命浮器(外装材としてFRPを採用したもの)、救命浮器(外装材

として木材を採用したもの)、救命浮器(外装材として布を、内装材としてバルサ材を採用したもの)、浮力材料(プラ

スチック材)、浮力材料(FRP材)、浮力材料(コルク材及びバルサ材)、泡末消化剤、救命浮環、救命器具の布地、国

際信号旗、国際信号旗の生地及び部品、国際信号旗の保護カバー、手動ポンプ、消化ポンプ、ノズル、水噴霧装

置、高圧ガス容器のバルブ、自蔵式呼吸具、汽笛、号鐘、どら、呼吸具の酸素発生缶、高速排出圧力真空バル

ブ、国際陸上施設連結具、手用測鉛、無色透鏡、着色円筒型ガラス及び着色挿入ガラス、無色円筒型ガラス、形

象物、舷窓、ワイヤロープ、一般ロープ、消化ロープ、水先人用はしご、保温具、再帰反射材、救助艇の船外機、

救命ロープ、シーアンカー、水密電気灯、日光信号鏡、救命艇艤裝品としての石油灯、救命艇艤裝品としての磁

気コンパス、安全灯、第一種マスト灯、第二種マスト灯、第三種マスト灯、第一種舷灯、第二種舷灯、両色灯、第一

種白灯、第二種白灯、第一種紅灯、第二種紅灯、第一種緑灯、第二種緑灯、第一種船尾灯、第二種船尾灯、第

一種引き船灯、第二種引き船灯、油船灯、第一種紅色閃光灯、第二種紅色閃光灯、第一種緑色閃光灯、第二種

緑色閃光灯、第一種黄色閃光灯、第二種黄色閃光灯、電具、信号灯、自己点火灯(電気式のもの・電気式以外の

もの)、磁気コンパスの羅盆、キャノピー灯、室内灯、電気式カジ角指示器、船速距離計、救命胴衣灯、火災探知

装置の受信機(表示盤・制御盤)、手動火災警報装置(発信機)、探照灯、スプリンクラー・ヘッド、救命索発射器、救

命索発射器の発射体(89品目) 

(出所)韓国船級協会、釜山・蔚山地方中小企業庁ウェブサイト 
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表7韓国建設技術研究院の概要 

機関名(和文) 韓国建設技術研究院 

機関名(英文) Korea Institute of Construction Technology 

電話番号 031-910-0720 

ファックス番号 - 

所在地 京畿道高陽市一山西区大化洞2311番地 

ウェブサイト http://www.kict.re.kr 

所管告示 船舶及び舶用品の型式承認試験機関指定書(第2000-001号) 

指定日 2001年3月7日 

試験対象品目 

防火戸、隔壁材(隔壁や甲板、天井)、電線の貫通材、防火窓、防火シャッター(自動・手動)、不燃性材料 

(出所)韓国船級協会、韓国建設技術研究院ウェブサイト 

表8韓国建設生活環境試験研究院の概要 

機関名(和文) 韓国建設生活環境試験研究院 

機関名(英文) KOREA ENVIRONMENT & MERCHANDISE TESTING INSTITUTE 

電話番号 02-2102-2650 

ファックス番号 02-856-5636 

所在地 ソウル市衿川区加山洞 459-28 

ウェブサイト http://www.kemti.org 

所管告示 海運港湾庁告示第 1994-81 号、第 2010-538 号 

指定日 1994年 12月 29日 

試験対象品目 

応急医療具、救命浮器(外装材として布を採用したもの)、救命浮器(外装材として FRPを採用したもの)、救命浮器

(外装材として木材を採用したもの)、救命浮器(外装材として布を、内装材としてバルサ材を採用したもの)、浮力材

料(プラスチック材)、浮力材料(FRP 材)、浮力材料(コルク材及びバルサ材)、救命胴衣(膨張式・固体式)、救命浮

環、救命ロープ、保温具、一般ロープ、手用測鉛(約 15種) 

(出所)韓国船級協会、韓国建設生活環境試験研究院ウェブサイト 

表9韓国機械研究院の概要 

機関名(和文) 韓国機械研究院 

機関名(英文) Korean Institue of Machinery and Materials(KIMM) 

電話番号 042-868-7323 

ファックス番号 042-868-7355 
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所在地 大田市儒城区長洞171番地 

ウェブサイト http://www.kimm.re.kr 

所管告示 船舶及び舶用品の型式承認試験機関指定書(第2003-003号) 

指定日 2003年3月15日 

試験対象品目 

防火戸、防火材料、天井材、甲板材、一次甲板上張材、電線の貫通材、防火シャッター、防火窓、防火塗料、救命

胴衣、救命浮環、救命器具の浮力材料、作業用救命衣、自己点火灯(電池式・非電池式)、内燃機関、電気船灯

(第一種マスト灯、第二種マスト灯、第三種マスト灯、第一種舷灯、第二種舷灯、両色灯、第一種白灯、第二種白

灯、第一種紅灯、第二種紅灯、第一種緑灯、第二種緑灯、第一種船尾灯、第二種船尾灯、第一種引き船灯、第二

種引き船灯)、閃光灯(第一種紅色閃光灯、第二種紅色閃光灯、第一種緑色閃光灯、第二種緑色閃光灯、第一種

黄色閃光灯、第二種黄色閃光灯、操船信号灯、防爆型電気器具、着色円筒型ガラス及び着色挿入ガラス、無色

円筒型ガラス、無色球形ガラス、安全灯、号鐘、どら、汽笛、高速排出圧力真空バルブ、火炎防止弁、救命索発射

器、膨張式救命いがたの自動離脱装置、再帰反射材、キャノピー灯、室内灯、救命胴衣灯、自己発煙信号、発煙

浮信号、落下傘付き信号、信号紅炎、救命索発射器の発射体、救命索発射器の救命索、救命艇艤裝品としての

磁気コンパス、磁気コンパスの羅盆、救命艇(発動機付きのもの、発動機付き以外のもの)、耐火救命艇(発動機付

きのもの、発動機付き以外のもの)、救命艇艤裝品としての石油灯、保護カバー、手動ポンプ、水密電気灯、日光

信号鏡、救命浮器、高圧ガス容器のバルブ、油船灯、電具、形象物、国際信号旗、信号灯、救助艇の船外機、電

気式カジ角指示器、ジャイロコンパス及びレピータコンパス、水先人用はしご、防水服、船尾駆動装置、固定式局

所消化装置用噴霧散水ノズル(開放型) 

(出所)韓国船級協会、韓国機械研究院ウェブサイト 

表10韓国機器乳化試験研究院の概要 

機関名(和文) 韓国機器乳化試験研究院 

機関名(英文) Korea Machinery Meter and Petrochemical Testing Research Institute 

電話番号 02-543-3719 

ファックス番号 02-516-5398 

所在地 ソウル市江南区新沙洞587-10 

ウェブサイト http://www.mpi.or.kr 

所管告示 海洋水産部告示第1999-75号 

指定日 1999年9月30日 

試験対象品目 

浮力材(プラスチック、FRP、コルク材及びバルサ材)、手用測鉛、ノズル、ワイヤロープ、高圧ガス容器のバルブ、

国際陸上施設連結具、積層用エポキシ、ガラス繊維材、舶用潤滑油ろ過器(9品目) 

(出所)韓国船級協会、韓国機器乳化試験研究院ウェブサイト 

－ 10 －
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表11韓国産業技術試験院の概要 

機関名(和文) 韓国産業技術試験院 

機関名(英文) Korea Testing Laboratory 

電話番号 031-500-0433 

ファックス番号 031-500-0449 

所在地 ソウル市九老区九老3洞222-13 

ウェブサイト http://www.ktl.re.kr 

所管告示 第2011-681号 

指定日 2011年11月16日 

試験対象品目 

倉口覆布の布地(化学繊維に限る)、日光信号鏡、浮力材料(コルク材及びバルサ材)、手用測鉛、着色円筒型

ガラス及び着色挿入ガラス、号鐘、どら、舷窓、ワイヤロープ、消化ホース、国際陸上施設連結具、救命ロー

プ、救命器具の布地、保護カバー、電気式カジ角指示器、ウィークリンク、持ち運び式発泡ノズル(固定式泡末

消化装置用)、泡モニター・発泡倍率測定装置(固定式泡末消火装置用)、逆止バルブ・三方向バルブ・メインバ

ルブ・安全バルブ・炭酸ガスマニホールド・フレキシブルホース(固定式炭酸ガス消化装置用)、固定式消化装置

用管類、持ち運び式泡末放射器、消防用斧、救命ロープ、航海情報記録装置(VDR)及び簡易型航海情報記録

装置(SVDR)、搭乗用はしご、浸水警報装置(水位検知器及び警報装置)、船橋航海当直警報装置(BNWAS) 

(出所)韓国船級協会、韓国産業技術試験院ウェブサイト 

表12韓国消防産業技術院の概要 

機関名(和文) 韓国消防産業技術院 

機関名(英文) Korea Fire Industry Technology Institute 

電話番号 031-289-2803 

ファックス番号 031-287-9066 

所在地 京畿道龍仁市器興区芝谷2洞136 

ウェブサイト http://www.kfi.or.kr/ 

所管告示 第2011-536号 

指定日 2011年9月28日 

試験対象品目 

スプリンクラー・ヘッド、粉末消火器、炭酸ガス消火器、低膨張泡消化剤(固定式泡消化装置用)、粉末消化剤、

不燃性材料、火災探知装置受信機(表示盤及び制御盤)、手動火災警報装置(発信機)、泡モニター・発泡倍率

測定装置(固定式泡末消火装置用)、逆止バルブ・三方向バルブ・安全バルブ・炭酸ガスマニホールド・フレキシ

ブルホース(固定式炭酸ガス消化装置用)、固定式消化装置用管類、持ち運び式泡末放射器、火災探知器(差

動式スポット型、定温式スポット型、イオン化式、光電式、炎感知器)、煙管式火災探知装置、泡消化剤(化学

－ 11 －
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泡・機械泡)、泡消火器(化学泡・機械泡)、消化ホース、ノズル、消火器、無人機関室用自動消化装置、噴霧散

水ノズル(開放型)、消防用斧、自蔵式呼吸具、持ち運び式発泡ノズル(固定式泡末消化装置用)(31項目) 

(出所)韓国船級協会、韓国消防産業技術院ウェブサイト 

表13韓国原糸織物試験研究院の概要 

機関名(和文) 韓国原糸織物試験研究院 

機関名(英文) Fititesting and Research Institute 

電話番号 02-3299-8071 

ファックス番号 02-3299-8157 

所在地 ソウル市東大門区祭基洞892-64 

ウェブサイト http://www.fiti.re.kr 

所管告示 船舶及び舶用品の型式承認試験機関指定書(第2005-004号) 

指定日 2005年8月17日 

試験対象品目 

倉口覆布、倉口覆布の布地、倉口覆布の防水布地、浮力材料(コルク材・バルサ材・プラスチック材・FRP材)、膨張

式救命いかだ(進水装置用のもの、進水装置用以外のもの)、固型救命いかだ、救命浮器(膨張式のもの、外装材

として布を採用したもの、外装材としてFRPを採用したもの、外装材として木材を採用したもの、外装材として布を、

内装材としてバルサ材を採用したもの)、救命胴衣(膨張式のもの、固体式のもの)、救命浮環、作業用救命衣、再

帰反射材、救命胴衣灯、応急医療具、手動ポンプ、消化ホース、保護カバー、国際信号旗、救命ロープ、救命器

具の布地、シーアンカー(救命艇及び救助艇用)、シーアンカー(救命いかだ用)、救助艇、複合式救助艇、一般ロー

プ、保温具、エアマットレス、ウィークリンク、救命ロープ(28品目) 

(出所)韓国船級協会、韓国原糸織物試験研究院ウェブサイト 

表14韓国電気電子試験研究院の概要 

機関名(和文) 韓国電気電子試験研究院 

機関名(英文) Korea Electric Testing Institute 

電話番号 031-428-7524 

ファックス番号 031-455-7150 

所在地 京畿道軍浦市衿井洞692-8 

ウェブサイト http://www.keeti.re.kr 

所管告示 海洋港湾庁告示第1994-64号 

指定日 1994年10月7日 

－ 12 －
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試験対象品目 

石油灯、応急医療具、水密電気灯、日光信号鏡、自己点火灯、落下傘付き信号、火せん、信号紅炎、安全灯、電

気船灯、油船灯、閃光灯、電具、信号灯、汽笛、号鐘、どら、キャノピー灯、室内灯、救命胴衣灯、結束バンド、火

災探知装置受信機、手動火災警報装置、操船信号灯、無色透鏡(25品目) 

(出所)韓国船級協会、韓国電気電子試験研究院ウェブサイト 

表15韓国化学試験研究院の概要 

機関名(和文) 韓国化学試験研究院 

機関名(英文) Korea Testing and Research Institute Chemical Industry Director General 

電話番号 02-635-6100 

ファックス番号 02-634-1008 

所在地 ソウル市永登浦区永登浦洞8街88 

ウェブサイト http://www.kotric.or.kr 

所管告示 海洋港湾庁告示第1994-3号 

指定日 1994年1月13日 

試験対象品目 

応急医療具、安全灯、手用測鉛、救難食糧、食料水(5品目)  

(出所)韓国船級協会、韓国化学試験研究院ウェブサイト 

 

2-3-2.海洋汚染防止設備の型式承認指定試験機関 

海洋汚染防止設備の場合、試験機関が指定されていない。そのため試験設備や試験実施能力が

備えられた公認試験機関(KOLAS試験機関)に試験を依頼するか、又は自ら試験を行うこともできる。

性能試験は原則として各製造者の事業所で行うことになっており、環境試験及び分析試験は公認試験

機関への依頼によって行うことができる。(海洋汚染防止設備の型式承認のための性能試験及び検定

基準のI、一般事項の第3項)ただし、KOLASから承認された試験機関で行われる試験を除くサンプル取

得や試験などの全過程において政府代行機関担当者が立ち入り検査を実施する。 

表16 韓国船級協会の概要 

機関名(和文) 韓国船級協会 

機関名(英文) Korean Register 

電話番号 
042-869-9114 (代表) 

042-869-9452 (艤裝担当部署) 
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ファックス番号 042-862-6085 

所在地 大田市儒城区長洞23-7柯亭北路90 

ウェブサイト http://www.krs.co.kr 

(出所)韓国船級協会 

表17船舶安全技術公団の概要 

機関名(和文) 船舶安全技術公団 

機関名(英文) Korea Ship Safety Technology Authority 

電話番号 
032-260-2241(代表) 

032-260-2293(海上安全担当部署) 

ファックス番号 032-260-2245 

所在地 仁川市延寿区ゲッボル路12(松島洞)ゲッボルタワー12、13、14F 

ウェブサイト http://www.kst.or.kr 

(出所)船舶安全技術公団 

 

2-4.検定機関 

政府からの委託により、検定業務を代行する機関として韓国船級協会(法的根拠：船舶安全法第60

条第1項第10号)と船舶安全技術公団(法的根拠：同法第46条第4号)の2機関がある。 

表18韓国船級協会(検定機関)の概要 

機関名(和文) 韓国船級協会 

機関名(英文) Korean Register 

電話番号 
042-869-9114 (代表) 

042-869-9442 (艤裝担当部署) 

ファックス番号 042-862-6085 

所在地 大田市儒城区長洞23-7柯亭北路90 

ウェブサイト http://www.krs.co.kr 

(出所)韓国船級協会 

表19船舶安全技術公団(検定機関)の概要 

機関名(和文) 船舶安全技術公団 

機関名(英文) Korea Ship Safety Technology Authority 
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電話番号 
032-260-2241(代表) 

032-260-2293(海上安全担当部署) 

ファックス番号 032-260-2245 

所在地 仁川市延寿区ゲッボル路12(松島洞)ゲッボルタワー12、13、14F 

ウェブサイト http://www.kst.or.kr 

(出所)船舶安全技術公団 

 

3.韓国における舶用品の型式承認制度の承認方式 

3-1.プロトタイプの型式承認制度 

製造者は指定試験機関において型式承認試験を行い、その結果を港湾庁に提出する。その後、同

庁から証書を交付される。 

図3 韓国における舶用品の型式承認・検定の流れ(図1(p.8)とほぼ同様) 

 

(出所)韓国船級協会、「韓国における舶用品の型式承認・検定の流れ」をもとに作成 

同調査においてその対象となった代表的な舶用品9品目に対し、韓国における型式承認制度の実施

主体を見ると下記の通りとなっている。 

表20 代表的な舶用品9品目に対する韓国の型式承認指定試験機関 

番

号 
品目名 指定試験機関名 法的根拠及びその基準 

1 落下傘付き信号 
韓国機械研究院 

韓国電気電子試験研究院 
船舶安全法、舶用品の型式承認及び検定 
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番

号 
品目名 指定試験機関名 法的根拠及びその基準 

2 信号紅炎 
韓国機械研究院 

韓国電気電子試験研究院 

船舶安全法、舶用品の型式承認及び検定 

3 膨張式救命いかだ 
韓国機械研究院 

韓国原糸織物試験研究院 

船舶安全法、舶用品の型式承認及び検定 

4 油排出監視制御装置 

試験設備や試験実施能力が

備えられた公認試験機関(KO

LAS試験機関)又は自社の独

自試験も可能 

(詳しくは韓国船級協会、船舶

安全技術管理公団にお問い

合わせ) 

海洋環境管理法、海洋汚染防止設備の型式

承認及び検定 

5 不燃材料 韓国造船海洋資機材研究院 船舶安全法、舶用品の型式承認及び検定 

6 布張り家具8 無し 無し 

7 航海用レーダー反射器 韓国造船海洋資機材研究院
船舶安全法、舶用品の型式承認及び検定 

8 
船橋航海当直警報装置 

(BNWAS) 
韓国造船海洋資機材研究院

船舶安全法、舶用品の型式承認及び検定 

9 
衛星非常用位置指示無線

標識(EPIRP) 
国立電波研究院 電波法、適合性評価による告示 

(出所)韓国船級協会、法制処の告示をもとに作成 

 

各機関のしかるべき担当者を対象にしたヒアリング調査を行ったところ、品目ごとの費用や期間、相

互承認のための技術的要件については回答を得ることが難しかった。対象者の回答から見ると、その

                                                      

8舶用布張り家具については、韓国に関係規定が置かれておらず、試験機関も指定されていない。また

IMOのFTPコードのうち、布張り家具関係のパーツ7、8、9認定を受けた機関も韓国に存在せず、海外

機関に試験を依頼するしかない。ただし、現在韓国原糸織物試験研究院(表13を参照)においてIMOの

FTPコードのうち布張り家具関係のパーツ7、8、9認定取得の手続きが終わっている。(ヒアリング調査

結果) 
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状況は概ね以下の通りである。(回答内容を公開することについて回答者の了解を得ている) 

品目ごとの費用や期間については品目ごとの試験基準によって試験手数料に大きな開きがあり、

一概には言えない。例えば、船橋航海当直警報装置(BNWAS)の場合、当初約3,500万ウォン程度がか

かると算出された。しかし、通常一回で全ての項目を通ることは少なく、追加費用が発生する。検定機

関(韓国船級協会)への申込費用は、当該機関に確認する必要がある。期間も品目によって開きがあ

るが、通常一つのプロジェクトを開始すると約4～5ヶ月かかると理解すればいいだろう。結局、だいた

いいくらがかかると一概には言えないところがある。 

試験方式は原則として国土海洋部による告示に従うことになるが、その内容はIMOのルールやIS

O、IECなど国際的な枠組みに合致している。主に国際機関の基準が国内での手続きを経て成立する

過程で時間差が発生し、またその過程で自国の特性を考慮し一部の項目で追加・変更が生じる場合も

あるが、その内容はほぼ同様である。ただし、万が一のため確認作業を要する。 

(出所)韓国造船海洋研究院で2012年3月29日に行われたヒアリング調査の結果 

【参考】 

LSA Code ： SOLAS協約第 3章 A編 3 規則 10. に 基 づ く 「国 際 救 命 設 備 コ ー ド (International Life-

Saving Appliance(LSA)' Code)」 

MSC：IMOの「Maritime Safety Committee」(MSC) 

Res.MSC：IMOの「Maritime Safety Committee」(MSC) 

協約：SOLAS協約 

勧告：MSC Resolutionの勧告事項(Recommendation) 
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3
-
1
-
2
.信

号
紅

炎
の

試
験

方
法

及
び

そ
の

判
断

基
準

 

  

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)外

観
検

査
 

外
観

や
構

造
に

対
し

仕
様

書
と

対
照

し
な

が
ら

検
査

を
行

う
。

 
仕

様
書

通
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

、
削

除
さ

れ
に

く
い

方
法

で
操

作
要

領
及

び
有

効
期

限
が

明
確

に
表

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
危

険
部

分
に

つ
い

て
夜

間
も

識
別

で
き

る
こ

と
、

点
火

器
具

は
濡

れ
た

り
冷

た
か

っ
た

り
、

又
は

手
袋

を
つ

け
て

い
る

状
態

で
も

そ
の

準
備

に
時

間
が

か

か
ら

ず
簡

単
に

操
作

で
き

る
こ

と
、

水
密

の
外

筒
に

収
容

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

そ
の

場
合

、
水

密
性

を
維

持
す

る
手

段
と

し
て

接
着

テ
ー

プ
、

又
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
ポ

ケ
ッ

ト
を

利
用

し
て

い
な

い
こ

と
 

協
約

3
6
.1

.2
, 

3
6
.1

.3
 

R
e
s.

M
S
C

.8
1
(7

0
),
 4

.5
 

(2
)寸

法
及

び
質

量
計

測
 

寸
法

及
び

質
量

を
測

る
。

 
仕

様
書

通
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

 
 

(3
)温

度
繰

り
返

し
試

験
 

三
つ

の
試

験
品

目
を

-3
0℃

と
+6

5℃
に

交
互

に
そ

れ
ぞ

れ
10

回
・8

時
間

ず
つ

放
置

す
る

。
そ

れ
ぞ

れ

の
放

置
が

終
了

す
る

と
す

ぐ
に

繰
り

返
す

必
要

は
な

い
。

次
の

①
か

ら
②

ま
で

を
10

回
繰

り
返

す
方

法

を
採

用
す

る
。

 

①
第

1
日

目
 

最
低

6
5
℃

で
試

験
体

を
8
時

間
放

置
す

る
。

そ
の

後
、

高
温

場
所

か
ら

試
験

体
を

取
り

出
し

、

翌
日

ま
で

常
温

(2
0
℃

±
3
℃

)場
所

に
放

置
し

て
お

く
。

 

②
第

2
日

目
 

最
高

-
3
0
℃

で
①

の
試

験
を

終
了

し
た

試
験

体
を

8
時

間
放

置
す

る
。

そ
の

後
、

低
温

場
所

か

ら
試

験
体

を
取

り
出

し
、

翌
日

ま
で

常
温

(2
0
℃

±
3
℃

)場
所

に
放

置
し

て
お

く
。

 

破
損

、
変

形
、

収
縮

な
ど

が
な

い
こ

と
 

協
約

3
0
.2

.2
 

R
e
s.

M
S
C

.8
1
(7

0
),
 

4
.2

.1
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2
5
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(4
)作

動
試

験
 

(3
)の

試
験

を
終

了
し

た
試

験
対

を
常

温
で

作
動

さ
せ

る
。

こ
の

場
合

、
一

つ
の

試
験

体
に

対
し

、
点

火
後

30
秒

経
過

し
た

時
点

で
水

面
下

10
0㎜

に
沈

め
、

10
秒

間
そ

の
位

置
を

維
持

す
る

。
 

明
る

い
赤

色
の

火
炎

を
発

す
る

こ
と

、
正

常
に

発
火

し
、

1分
以

上
燃

焼
を

続
け

る
こ

と
、

30
秒

間
燃

焼

し
た

後
に

水
面

下
10

0m
m

で
10

秒
間

沈
め

、
そ

の
後

取
り

出
し

て
も

20
秒

以
上

燃
焼

を
続

け
る

こ
と

、

手
探

り
で

点
火

操
作

を
行

う
こ

と
は

筒
の

底
部

(安
全

部
分

)で
操

作
可

能
で

あ
る

か
又

は
2秒

前
後

の

操
作

安
全

遅
延

を
持

つ
も

の
で

あ
る

こ
と

、
操

作
者

及
び

そ
の

付
近

の
人

間
が

火
傷

な
ど

怪
我

を
す

る
こ

と
な

く
作

動
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

 

協
約

3
0
.2

.3
, 

3
6
.1

.4
, 

3
6
.2

.1
, 

3
6
.2

.3
, 

3
6
.2

.4
 

(5
)低

温
試

験
 

三
つ

の
試

験
体

を
-
3
0
℃

に
4
8
時

間
放

置
し

た
ま

ま
取

り
出

し
作

動
さ

せ
る

。
 

同
上

 
勧

告
4
.1

.2
 

(6
)高

温
試

験
 

三
つ

の
試

験
体

を
6
5
℃

に
4
8
時

間
放

置
し

た
ま

ま
取

り
出

し
作

動
さ

せ
る

。
 

同
上

 
勧

告
4
.1

.3
 

(7
)高

温
多

湿
試

験
 

三
つ

の
試

験
体

を
9
6
時

間
以

上
、

温
度

6
5
℃

、
相

対
湿

度
9
0
％

の
環

境
に

放
置

し
、

続
い

て

温
度

2
0
℃

～
2
5
℃

、
相

対
湿

度
6
5
％

の
環

境
に

1
0
日

間
放

置
し

し
た

ま
ま

作
動

さ
せ

る
。

 

明
る

い
赤

色
の

火
炎

を
発

す
る

こ
と

、
正

常
に

発
火

し
、

1分
以

上
燃

焼
を

続
け

る
こ

と
、

手
探

り
で

点

火
操

作
を

行
う

こ
と

は
筒

の
底

部
(安

全
部

分
)で

操
作

可
能

で
あ

る
か

又
は

2秒
前

後
の

操
作

安
全

遅
延

を
持

つ
も

の
で

あ
る

こ
と

、
操

作
者

及
び

そ
の

付
近

の
人

間
が

火
傷

な
ど

怪
我

を
す

る
こ

と
な

く

作
動

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
 

勧
告

 
4
.1

.4
 

(8
)浸

漬
試

験
 

①
三

つ
の

試
験

体
を

水
面

下
1m

に
24

時
間

水
平

で
浸

漬
さ

せ
た

ま
ま

作
動

さ
せ

る
。

 

②
三

つ
の

試
験

体
を

水
面

下
10

㎝
に

5分
間

発
火

準
備

完
了

の
状

態
で

浸
漬

さ
せ

た
ま

ま
作

動
さ

せ

る
。

 

①
同

上
 

②
同

上
 

協
約

 
3
6
.1

.1
, 

勧
告

 
4
.2

.1
, 

勧
告

 
4
.2

.2
 

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(9
)塩

水
噴

霧
試

験
 

3
5
±

3
℃

の
塩

水
(5

％
N

a
c
l溶

液
)を

三
つ

の
試

験
体

に
1
0
0
時

間
噴

霧
し

た
ま

ま
作

動
さ

せ

る
。

 

同
上

 
協

約
3
0
.2

.4
 

勧
告

4
.2

.3
 

(1
0
)落

下
安

全
試

験
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
に

厚
さ

6
㎜

の
鋼

板
を

置
き

、
高

さ
2
m

で
そ

の
端

を
下

に
向

け
た

ま
ま

垂
直

で

落
下

さ
せ

る
。

両
端

に
対

し
そ

れ
ぞ

れ
1
回

ず
つ

行
い

、
そ

の
後

水
平

で
落

下
さ

せ
る

。
上

記

の
3
方

向
で

の
落

下
が

終
了

す
る

と
、

す
ぐ

に
作

動
さ

せ
る

。
 

落
下

終
了

後
に

試
験

体
に

異
常

が
な

く
、

安
全

な
状

態
で

あ
る

こ
と

、
(7

)判
断

基
準

と
同

様

で
あ

る
。

 

勧
告

4
.3

.1
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2
6
 

(1
1
)火

炎
安

全
試

験
 

2
0
℃

~2
5
℃

の
環

境
で

1
m

の
正

方
形

の
試

験
皿

に
水

を
入

れ
、

2
ℓの

ヘ
プ

テ
ン

を
注

入
す

る
。

そ
の

1
.2

m
上

方
で

試
験

体
に

点
火

し
、

そ
の

状
態

を
維

持
す

る
。

 

試
験

体
が

安
全

に
燃

焼
す

る
ま

で
火

炎
及

び
そ

の
落

下
物

に
よ

っ
て

ヘ
プ

テ
ン

が
点

火
し

な
い

こ
と

 

協
約

3
6
.1

.4
 

勧
告

4
.6

.3
 

(1
2
)発

光
試

験
 

光
度

及
び

染
色

を
測

る
。

 
1
5
,0

0
0
c
d
以

上
の

平
均

光
度

で
1
分

間
以

上
同

じ
形

で
燃

焼
す

る
こ

と
、

染
色

は
C

IE
 
表

色

系
x=

0
.6

1
～

0
.6

9
, 
y=

0
.3

～
0
.3

9
の

vi
vi

d
 
re

d
又

は
こ

れ
ら

の
座

標
か

ら
計

算
す

る
こ

と
(6

0

8
+
1
1
n
m
波

長
) 

協
約

3
6
.2

.1
, 

3
6
.2

.2
 

R
e
s.

M
S
C

.8
1
(7

0
),
 

4
.7

.2
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2
7
 

3
-
1
-
3
.膨

張
式

救
命

い
か

だ
の

試
験

方
法

及
び

そ
の

判
断

基
準

 

イ
. 

外
観

及
び

構
造

検
査

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)外

観
検

査
 

救
命

い
か

だ
に

対
し

、
綿

密
な

外
観

検
査

を
行

う
。

検
査

中
に

下
記

の
事

項
に

つ
い

て
図

面

又
は

仕
様

書
と

対
照

し
な

が
ら

確
認

作
業

を
行

う
。

 

イ
)適

切
な
工

作
法

 

ロ
)適

切
な
材

料
 

ハ
)腐

敗
防

止
、
内

部
食

性
 

ニ
)海

水
や

油
、

又
は

細
菌

に
よ

る
影

響
防

止
 

ホ
)太

陽
光

に
よ

る
熱

化
防

止
 

ヘ
)内

面
・
外

面
の

色
 

ト
)再

帰
反

射
材

の
取

り
付

け
 

チ
)海

上
で

の
安

全
な

利
用

 

リ
)証

書
 

ヌ
)絶

縁
試

験
を

行
う

と
き

の
灯

火
作

動
 

ル
)ゴ

ム
布

地
の

表
示

 

全
て

の
材

料
は

下
記

の
事

項
を
満

た
す

こ
と

 

イ
) 

～
ホ

)図
面

又
は

仕
様

書
通

り
に

な
っ

て
い

る
こ

と
 

ヘ
)内

部
に

つ
い

て
搭

乗
者

が
不

便
を
感

じ
ず

に
、

外
部

に
つ

い
て

は
目

立
つ

色
で

あ
る

こ
と

 

ト
) 
<
別

表
1
-
3
>
の

再
帰

反
射

材
の

取
り
付

け
方

法
に

従
い

取
り
付

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

チ
)図

面
又

は
仕

様
書

通
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

 

リ
)証

書
が

要
求

さ
れ

る
場

合
、
関

係
証

書
が

添
付

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

ヌ
)絶

縁
試

験
を

行
う

と
き

に
灯

火
が

作
動

す
る

こ
と

 

ル
)製

造
者

及
び

製
造

(ロ
ッ

ト
)番

号
が

表
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

1
.2
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2
8
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(2
)構

造
検

査
 

①
乗

降
口

な
ど

の
構

造
を

検
査

す
る

。
 

②
雨

水
貯

留
設

備
な

ど
を

検
査

す
る

。
 

③
給

気
口

な
ど

を
検

査
す

る
。

 

④
床

と
天

幕
な

ど
を

検
査

す
る

。
 

⑤
乗

込
台

な
ど

を
検

査
す

る
。

 

⑥
レ

ー
ダ

ー
ト

ラ
ン

ス
ポ

ン
ダ

収
納

設
備

な
ど

を
検

査
す

る
。

 

⑦
キ

ャ
ノ
ピ

ー
灯

な
ど

を
検

査
す

る
。

 

⑧
船

名
及

び
船

積
港

の
表

示
手

段
を

確
認

す
る

。
 

⑨
室

内
灯

用
電

池
を

検
査

す
る

。
 

①
一

つ
以

上
の

乗
降

口
を
設

置
す

る
こ

と
 

た
だ

し
、
定

員
が

9
名

以
上

で
あ

る
場

合
、
互

い
に

反
対

側
に

な
る
二

つ
以

上
の

乗
降

口
を

設
置

す
る

こ
と

 

①
-
2
乗

降
口

は
内

外
で

用
意

に
開

け
閉

め
で

き
る

こ
と

 

①
-
3
 
ダ

ビ
ッ

ト
進

水
式

い
か

だ
の

場
合

、
船

上
で

安
全

に
乗

り
込

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

い
か

だ
を
支

え
る
装

置
が

あ
る

こ
と

 

②
天

幕
に

雨
水

貯
留

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

③
乗

込
口

が
閉

ま
っ

た
状

態
で

も
常

に
十

分
な
空

気
が

供
給

さ
れ

る
こ

と
 

④
床

は
一

つ
以

上
の

気
室

で
構

成
さ

れ
、
防

水
性

の
も

の
で

あ
る

こ
と

、
座

る
場

所
は

床
か

ら
天

幕
ま

で
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
眺

望
用

窓
が

天
幕

に
設

置
さ

れ

て
い

る
こ

と
 

⑤
1
0
0
 
㎏

の
体

重
の

人
間

を
支

え
る

こ
と

、
二

つ
以

上
の

乗
込

口
が

設
置

さ
れ

た
ダ

ビ
ッ

ト

進
水

式
い

か
だ

の
場

合
、
乗

込
台

は
接

舷
目

安
(b
o
w

si
n
g 

lin
e
)と

搭
乗

設
備

の
反

対
側

の

乗
込

口
に

設
置

さ
れ

る
こ

と
 

⑥
水

面
上

1
 
m

以
上

の
高

さ
を

持
つ

こ
と

 

⑦
白

色
の

光
を

発
す

る
型

式
承

認
品

で
あ

る
こ

と
 

⑧
救

命
い

か
だ

の
開

放
無

し
に

船
名

な
ど

の
変

更
が

で
き

る
こ

と
 

⑨
水

気
や

湿
気

な
ど

に
よ

り
質

が
低

下
し

な
い

構
造

で
あ

る
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.1

.1
.5

.3
 

4
.1

.1
.5

.3
 

4
.1

.4
.2

 

4
.1

.1
.5

.6
 

4
.1

.1
.5

.4
 

4
.2

.2
.2

 

4
.1

.1
.5

.5
 

4
.1

.1
.5

.8
 

L
S
A

 C
o
d
 

4
.2

.4
.1

 

M
S
C

.2
1
8
(8

2
) 

4
.2

.7
.2

 

4
.1

.3
.3

 

(3
)気

室
検

査
 

気
室

の
構

成
に

つ
い

て
検

査
す

る
。

 
①

い
か

だ
の

主
浮

力
室

は
独

立
し

た
形

の
二

つ
以

上
の

気
室

か
ら

構
成

さ
れ

、
各

気
室

は

そ
れ

ぞ
れ

の
逆

止
膨

張
バ

ル
ブ

を
通

じ
て
膨

張
す

る
こ

と
 

②
気

室
に

は
過

圧
防

止
装

置
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.2

.2
.1

 

4
.2

.2
.4
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2
9
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(4
)い

か
だ

の
付

属
品

な
ど

の
検

査
 

①
救

命
索

の
設

置
状

態
を

検
査

す
る

。
 

②
ペ

イ
ン
タ

ー
の

設
置

状
態

を
検

査
す

る
。

 

③
乗

込
用

は
し
ご

を
検

査
す

る
。

 

④
水

巾
着

袋
を

検
査

す
る

。
(第

一
種

膨
張

式
救

命
い

か
だ

に
限

る
) 

⑤
自

動
離

脱
装

置
を

検
査

す
る

。
 

①
い

か
だ

の
内

外
周

囲
に

救
命

索
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

②
ペ

イ
ン
タ

ー
の

長
さ

は
最

大
軽

荷
の

状
態

で
搭

載
位

置
と

水
面

ま
で

の
距

離
に

1
0
 
m

を

加
え

た
長

さ
又

は
1
5
m

の
う
ち
長

い
ほ

う
以

上
で

あ
る

こ
と

 

③
乗

込
用

は
し
ご

の
最

下
段

の
階

段
は

い
か

だ
の

軽
荷

喫
水

線
の

下
の

0
.4

 
m

に
位

置
す

る
こ

と
 

④
水

巾
着

袋
は

次
の

事
項

を
満

た
す

こ
と

 

イ
. 

色
は

仕
様

書
通

り
に

な
っ

て
い

る
こ

と
(目

立
つ

色
で

あ
る

こ
と

) 

ロ
. 
救

命
い

か
だ

を
展

開
し

て
か

ら
2
5
秒

以
内

に
そ

の
容

量
の

6
0
％

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
る

構
造

で
あ

る
こ

と
 

ハ
. 

1
0
人

乗
り

以
下

の
救

命
い

か
だ

：
最

低
2
2
0
ℓ以

上
の

合
計

容
量

で
あ

る
こ

と
 

ニ
. 

1
0
人

乗
り

を
超

え
る
救

命
い

か
だ

：
2
0
×

定
員

数
(ℓ

)以
上

の
合

計
容

量
で

あ
る

こ
と

ホ
. 

水
巾

着
袋

は
救

命
い

か
だ

の
周

囲
に

わ
た

っ
て

対
称

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

へ
. 

水
巾

着
袋

は
救

命
い

か
だ

の
下

方
に

空
気

が
抜

け
や

す
い

手
段

が
講

じ
ら

れ
て

い

る
こ

と
 

⑤
自

動
離

脱
装

置
は

型
式

承
認

品
で

あ
り

、
2
5
人

乗
り

を
越

え
る
救

命
い

か
だ

用
と

し
て

利

用
さ

れ
る

も
の

は
そ

れ
に

係
る
適

切
な

表
示

が
あ

る
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.1

.3
.1

 

4
.1

.3
.2

 

4
.2

.4
.2

 

4
.2

.5
.4
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3
0
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(5
)定

員
算

定
等

 
定

員
算

定
は

次
の

方
法

に
よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
 

①
膨

張
し

た
状

態
に

お
い

て
主

気
室

(主
浮

力
チ

ュ
ー

ブ
)の

容
積

(ス
ワ

ー
ト

及
び

ア
ー

チ
が

占
め

る
部

分
を

除
く
)を

0
.0

9
6
に

割
っ

た
最

大
定

数
 

②
膨

張
し

た
状

態
で

床
の

面
積

(ス
ワ

ー
ト

が
占

め
る

部
分

を
含

む
)を

0
.3

7
2
に

割
っ

た
最

大

定
数

 

③
8
2
.5
㎏

の
体

重
の

被
験

者
が

承
認

さ
れ

た
救

命
胴

衣
を

着
用

し
た

ま
ま
艤

装
品

を
取

り
扱

う
の

に
妨

害
さ

れ
ず

に
着

席
で

き
る
大

人
の

数
 

①
～

③
で

算
定

し
た

人
数

の
う
ち

最
も
小

さ
い

人
数

を
定

員
と

す
る

こ
と

 
L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.2

.3
 

(6
)寸

法
計

測
 

主
な

寸
法

を
測

る
。

 
図

面
又

は
仕

様
書

通
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

 
 

(7
)質

量
計

測
 

容
器

及
び

艤
装

品
を
含

む
救

命
い

か
だ

の
総

質
量

を
測

る
。

 
図

面
又

は
仕

様
書

通
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

 

た
だ

し
、
承

認
さ

れ
た

進
水

装
置

(降
下

式
乗

込
装

置
に

よ
り
進

水
さ

れ
る

場
合

は
降

下
式

乗
込

装
置

を
含

む
)に

よ
り
進

水
さ

れ
る

も
の

で
な

い
又

は
船

側
か

ら
船

側
に

容
易

に
移

動

で
き

る
こ

と
が

要
求

さ
れ

る
場

合
は

総
質

量
が

1
8
5
㎏

を
超

え
な

い
こ

と
 

※
質

量
が

1
8
5
㎏

を
超

え
る

場
合

、
互

い
に

異
な

る
種

類
の

容
器

と
艤

装
品

袋
と

の
組

合
せ

に
よ

っ
て

そ
れ

ぞ
れ

の
質

量
を

測
定

し
、

い
ず

れ
が

1
8
5
㎏

を
超

え
、

又
は

超
え

て
い

な
い

か

確
認

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.1

.2
.2

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

1
/
5
.3

 

(8
)艤

裝
品

確
認

 
搭

載
さ

れ
る
艤

装
品

の
種

類
や

数
量

、
適

合
性

を
確

認
す

る
。

 
協

約
及

び
「
船

舶
救

命
設

備
基

準
」
に

適
合

す
る

こ
と

 
L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.1

.5
.1

 

(9
)表

示
検

査
 

容
器

に
表

示
さ

れ
る
事

項
を

確
認

す
る

。
 

協
約

及
び

「
船

舶
救

命
設

備
基

準
」
に

適
合

す
る

こ
と

 
L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.2

.6
.3
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3
1
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)引

張
試

験
 

K
S
 
M

 
IS
O

 
1
4
2
1
に

従
い

、
引

張
試

験
を

行
う

。
 

①
引

張
強

度
は

経
糸

及
び

緯
糸

方
向

に
対

し
2
,2

5
5
N
/
5
0
㎜

(幅
)以

上
で

あ
る

こ
と

、
こ

の
場

合
の

引
張

伸
び
率

は
長

さ
方

向
2
0
0
㎜

に
対

し
3
0
％

を
下

回
る

こ
と

 

②
膨

張
式
柱

・
床

布
地

用
の

2
重

の
ゴ
ム

布
地

も
上

記
の

基
準

を
満

た
す

こ
と

 

③
内
層

又
は

外
層

布
地

は
経

糸
及

び
緯

糸
方

向
に

対
し
引

張
強

度
が

1
,4

7
0
N
/
5
0
㎜

(幅
)以

上
で

あ
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.1

 

(2
)剝

離
及

び
表

面
コ

ー
テ

ィ
ン
グ

接
着

試
験

 

IS
O

 
2
4
1
1
に

従
い

、
剝

離
及

び
表

面
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

接
着

試
験

を
行

う
。

こ
の

場
合

、
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
表

面
に

対
し

試
験

を
行

い
、

試
験
片

も
同

じ
種

類
の

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

さ

れ
た

表
面

を
結

合
し

、
IS
O

 
2
4
1
1
に

従
い

作
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
接

着
手

段
及

び
製

造
方

法
は

救
命

い
か

だ
の

製
造

者
と

最
終
的

な
ゴ
ム

布
地

製
造

者
と

の
間

で
合

意

が
な

さ
れ

、
救

命
い

か
だ

の
製

造
期

間
の

間
に
使

用
さ

れ
る

も
の

と
同

じ
も

の
で

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

 

①
そ

れ
ぞ

れ
の

試
験
片

に
対

し
、

接
着
剤

又
は
鎔

着
、

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

間
の

接
着

は
剝

離

強
度

を
決

め
る

た
め

に
先

に
測

る
。

 

②
次

に
基
礎

布
地

に
対

す
る
ゴ
ム

の
接

着
強

度
は

分
離

方
式

に
よ

る
試

験
を

行
う

た
め

に
ゴ
ム
層

を
切

断
し

た
上

測
定

を
行

う
。

 

③
基
礎

布
地

に
対

す
る

ゴ
ム

の
湿
潤

状
態

に
お

け
る

接
着

強
度

試
験

は
試

験
片

を
2

0
℃

±
2
℃

の
3
％

塩
水

に
2
4
時

間
浸

漬
さ

せ
、

そ
の

後
試

験
弁

か
ら

溶
液

を
除
去

し
、
塗

れ
た

状
態

で
IS
O

 
2
4
1
1
に

従
い

試
験

を
行

う
。

 

①
表

面
剝

離
は

7
5
N
/
5
0
m

m
(幅

)以
上

で
あ

る
こ

と
 

②
乾
燥

状
態

に
お

け
る

接
着

強
度

は
7
5
N
/
5
0
m

m
以

上
で

あ
る

こ
と

 

③
湿
潤

状
態

に
お

け
る

接
着

強
度

は
5
0
N
/
5
0
m

m
以

上
で

あ
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.3

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.3

 

(3
)ガ

ス
透

過
試

験
 

IS
O

 
T
R

 
6
0
6
5
の

A
.2

.1
0
.2

に
従

い
、
透

過
試

験
を

行
う

。
 

ゴ
ム

布
地

の
下

面
に

2
7
.5
kP

a
の

圧
力

を
加

え
た

状
態

で
5
分

以
上
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.7
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 ロ
. 

材
料

試
験

(未
指

定
の

場
合

は
主

気
室

、
天

幕
支

柱
気

室
及

び
床

気
室

に
対

し
試

験
を

行
う

。
) 



3
2
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(4
)老

化
試

験
 

①
老

化
試

験
は

次
の

通
り

行
う

も
の

と
す

る
。

 

イ
)耐
紫

外
線

試
験

 

ロ
)寸

法
安

全
性

試
験

 

ハ
)折

れ
試

験
 

ニ
)引

張
試

験
 

②
耐
紫

外
線

試
験

は
次

の
1
に
該
当

す
る

方
法

に
よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
 

イ
)K

S
 
M

 
IS
O

4
8
9
2
-
4
(1

9
9
4
)に

定
め

ら
れ

た
方

法
(開

放
型
カ

ー
ボ

ン
ア

ー
ク
灯

)に

従
い

次
の

通
り

行
う

。
 

1
)調
整

さ
れ

た
試

料
を
「
C
o
re
x 
D
」
フ
ィ
ル

タ
ー

無
し

に
カ

ー
ボ

ン
ア

ー
ク
灯

に
1
0

0
時

間
露

出
さ

せ
る

。
カ

ー
ボ

ン
棒

は
銅

被
覆
サ

ン
シ

ャ
イ

ン
ア

ー
ク
式

と
し

て
上

段
は

N
o
.2

2
、

下
段

は
N
o
.1

3
又

は
こ

れ
と

同
様

な
も

の
と

す
る

。
試

験
を

行
お

う
と

す
る
ゴ
ム

布
地

の
表

面
を
ア

ー
ク

に
露

出
さ

せ
る

。
試

験
片

を
水

噴
霧

器
に
露

出

さ
せ

、
水

が
噴

射
さ

れ
な

い
状

態
で

1
0
2
分

、
噴

射
さ

れ
る

状
態

で
1
8
分

の
周

期
を

繰
り

返
し

、
光

と
と

も
に
露

出
さ

せ
る

。
ブ

ラ
ッ

ク
パ
ネ

ル
の

温
度

は
8
0
℃

±
5
℃

、

露
出

時
間

は
1
0
0
時

間
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2
)(

1
)の

引
張

試
験

方
法

に
従

い
、
露

出
が

終
了

し
た

後
に

材
料

の
引

張
強

度
を

測
る

。
 

①
老

化
試

験
を

終
了

し
た

引
張

強
度

は
老

化
試

験
を

行
う
前

の
本
来

の
引

張
強

度
の

9
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
 

②
亀
裂

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.4
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3
3
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

 
3
)露

出
さ

れ
た

試
験
片

は
よ

り
厚

く
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
面

を
外

側
に

約
3
.2

m
m

の
丸
棒

に
巻

き
、
亀
裂

が
見

え
る

か
検

査
を

行
う

。
 

ロ
)K

S
 
M

 
IS
O

 
4
8
9
2
-
2
に

定
め

ら
れ

た
方

法
(キ
セ

ノ
ン
ア

ー
ク
式

試
験

)に
従

い
、

次
の

通
り

行
う

。
 

1
)試

験
片

は
露

出
調
整

が
可
能

な
水

冷
式

キ
セ

ノ
ン
ア

ー
ク
装

置
を

用
い

、
次

の

状
態

で
合

計
1
5
0
時

間
検

査
を

行
う

。
 

露
出

状
態

 
暗

さ
周

期
 

(D
ar
k 

c
yc

le
)(
1
時

間
) 

明
る

さ
周

期
 

(L
ig
h
t 

c
yc

le
)(
2
時

間
) 

 

自
動
露

出
 

(フ
ィ
ル

タ
ー
Q
/
B

) 
無

し
 

波
長

3
4
0
n
m

で
 

0
.5

5
W
/
㎡

 

ブ
ラ

ッ
ク
パ
ネ

ル
温

度
 3

8
℃

±
2
℃

 
7
0
℃

±
2
℃

 

乾
燥
露

出
具

温
度

 
3
8
℃

±
2
℃

 
4
7
℃

±
2
℃

 

相
対

湿
度

 
9
5
±

5
％

 
5
0
±

5
％

 

水
温

度
 

4
0
℃

±
4
℃

 
4
5
℃

±
4
℃

 

水
噴

霧
 

試
験
片

の
前

面
・
後

面
に

6
0
分

、
4
0
分

、
2
0
分

 

6
0
分

 

無
し

 

試
験
片
前

面
の
み

 

無
し

 

2
)ゴ

ム
布

地
の

外
面

の
み

ア
ー

ク
に
露

出
さ

せ
る

。
材

料
の

引
張

強
度

は
(1

)の

引
張

試
験

方
法

に
従

い
露

出
後

に
試

験
を

行
う

。
 

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.4
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3
4
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

 
3
)露

出
さ

れ
た

試
験
片

は
よ

り
厚

く
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
面

を
外

側
に

約
3
.2

m
m

の
丸
棒

に
巻

き
、
亀
裂

が
見

え
る

か
検

査
を

行
う

。
 

③
寸

法
安

全
性

試
験

や
折

れ
試

験
、
引

張
試

験
は

次
の

通
り

行
う

。
 

イ
)寸

法
安

全
性

試
験

及
び
折

れ
試

験
の

場
合

、
試

料
か

ら
経

糸
及

び
緯

糸
に

平
行

に
最

低
1
0
0
㎜

の
正

方
形

の
形

で
4
つ

の
試

験
片

を
作

る
。

寸
法

安
全

性
試

験
用

に
2

つ
の

試
験
片

の
面

積
を
正

確
に

測
る

。
引

張
試

験
の

場
合

は
(1

)の
引

張
試

験
方

法

に
定

め
ら

れ
た

2
つ

の
試

験
片

を
作

る
。

 

ロ
)寸

法
安

全
性

試
験

用
及

び
折

れ
試

験
用

に
そ

れ
ぞ

れ
1
つ

の
試

験
片

を
、

そ
し

て

引
張

試
験

用
に

1
つ

の
試

験
片

を
7
0
℃

±
2
℃

の
空

中
に

7
日

間
吊

っ
て

お
く
。
他

の

試
験
片

を
7
0
℃

±
2
℃

に
7
日

間
完

全
に

密
封

さ
れ

て
い

な
い

容
器

内
の

水
面

上
に

吊
っ

て
お

く
。

 

ハ
)老

化
オ

ー
ブ

ン
か

ら
2
つ

(空
中

及
び

水
面

上
の

そ
れ

ぞ
れ

1
つ

)の
測

定
さ

れ
た

試

験
片

を
取

り
出

す
。

常
温

で
1
5
分

放
置

し
、

そ
の

後
寸

法
を

測
定

し
、
経

糸
及

び
緯

糸

方
向

に
対

す
る

変
化
率

を
記
録

す
る

。
 

①
寸

法
安

全
性

試
験

：
老

化
前

後
に

利
用

さ
れ

る
試

験
片

の
寸

法
の
差

が
2
％

を
超

え

な
い

こ
と

 

②
折

れ
試

験
：
試

験
後

に
2
倍
拡

大
鏡

で
外

観
を
調

査
し

、
亀
裂

や
層

分
離

、
硬

化
が

発
生

し
な

い
こ

と
 

③
引

張
試

験
：
老

化
試

験
前

の
本
来

の
引

張
強

度
の

9
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
 

④
試

験
片

に
亀
裂

や
層

分
離

が
発
生

せ
ず

、
粘

着
や
硬

化
状

態
が
良
好

で
あ

る
こ

と

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.4

 

 
ニ

)上
記

ハ
)の
老

化
オ

ー
ブ

ン
か

ら
2
つ

(空
中

及
び

水
面

上
の

そ
れ

ぞ
れ

1
つ

)の
試

験
片

を
取

り
出

す
。

常
温

で
1
5
分

を
放

置
し

、
そ

の
後

試
験
片

を
そ

れ
ぞ

れ
の

試
験

片
の

表
面

積
が

最
初

の
1
/
4
に

な
る

よ
う
辺

に
平

行
に
半

分
ず

つ
2
回
折

る
。
折

っ
た

も
の

を
広
げ

、
同

じ
線

に
沿

っ
て

反
対

方
向

に
折

る
。

そ
れ

ぞ
れ
折

っ
た

後
に
指

で
押

さ
え

る
。

試
験
片

で
亀
裂

や
層

分
離

、
粘

着
、
硬

化
を

検
査

す
る

。
 

ホ
)引

張
試

験
用

に
老

化
オ

ー
ブ

ン
か

ら
残

り
の

2
つ

の
試

験
片

を
取

り
出

す
。
塗

れ

た
老

化
試

験
片

を
7
0
℃

±
2
℃

で
1
時

間
空

中
に
乾

か
し

、
そ

の
後

2
4
時

間
2
つ

の
試

験
片

を
調
整

し
、

(1
)の

引
張

試
験

方
法

に
従

い
、

試
験

を
行

う
。
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3
5
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(5
)耐

油
試

験
 

①
IS
O

 
T
R

 
6
0
6
5
の

A
.2

.5
に

定
め

ら
れ

た
試

験
装

置
及

び
試

験
片

を
準

備
し

、
そ

の
試

験
方

法
に

従
い

両
側

の
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
表

面
に

対
し
耐

油
試

験
を

行
う

。
こ

の
場

合
、

試
験

は
加
黄

又
は
乾
燥

後
1
6
時

間
以

上
経

過
し

た
試

料
で

行
う

。
 

②
試

験
片

の
表

面
を

2
0
℃

±
2
℃

に
2
時

間
、
A

S
T

M
 
O

IL
 
N
o
.1

に
2
時

間
露

出
さ

せ

る
。

 

①
露

出
し

た
表

面
を
互

い
に

合
わ

せ
て
指

で
押

さ
え

て
も
布

地
か

ら
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

の

分
離

が
な

く
、
粘

着
性

が
残

っ
て

い
な

い
こ

と
 

②
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

は
指

で
擦

っ
た

と
き

に
損
傷

さ
れ

な
い

(s
m

e
ar

)こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.8

 

(6
)引
裂

試
験

 
IS
O

 
1
4
2
1
に

従
い

、
引
裂

強
度

試
験

を
行

う
。

こ
の

場
合

試
験
片

の
準

備
は

次
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

イ
)経

糸
及

び
緯

糸
方

向
に

対
し

、
そ

れ
ぞ

れ
幅

7
6
㎜

±
1
㎜

、
長

さ
4
0
0
㎜

の
試

験
片

を
長

い
ほ

う
が

経
糸

及
び

緯
糸

に
平

行
に

な
る

よ
う

試
験
サ

ン
プ
ル

か
ら

3
つ

ず
つ
採

取
す

る
。

試
験
片

の
全

体
長

さ
と
幅

に
適
当

な
間
隔

を
置

き
、

試
験
片

を
採

取
す

る
。

長
さ

方
向

に
直

角
に

な
る

よ
う

そ
れ

ぞ
れ

の
試

験
片

の
中
央

部
を

1
2
.5

 
㎜

切
る

。
 

ロ
)試

験
中

に
2
0
0
㎜

離
れ

た
グ

リ
ッ

プ
に

試
験
片

の
長

い
ほ

う
が

引
張

方
向

に
な

る

よ
う

試
験
片

を
き

つ
く
締

め
る

。
 

IS
O

 
1
4
2
1
に

従
い

、
試

験
装

置
を

作
動

さ
せ

る
。

最
大

荷
重

を
引
裂

強
度

と
し

て
記

録
し

、
3
つ

の
試

験
片

の
平

均
値

を
計

算
す

る
。

 

①
引
裂

強
度

は
経

糸
及

び
緯

糸
方

向
に

1
,0

3
0
N

以
上

で
あ

る
こ

と
 

②
膨

張
式

床
を

構
成

す
る

た
め

に
2
層

の
ゴ
ム

布
地

が
用

い
ら

れ
る

場
合

、
柱

床
布

地

は
上

記
第

1
項

の
基

準
を
満

た
す

こ
と

 

③
内

側
又

は
外

側
布

地
の

引
裂

強
度

は
経

糸
及

び
緯

糸
方

向
に

7
3
5
N

以
上

で
あ

る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.2

 

(7
)低

温
曲
げ

試
験

 
①

同
試

験
は

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
ゴ
ム

布
地

の
両

面
に

対
し

そ
れ

ぞ
れ

行
う

。
 

②
試

験
装

置
、

試
験
片

の
準

備
及

び
試

験
方

法
は

次
の

事
項

を
除

き
IS
O

 
4
6
7
5
に

従
う

も
の

と
す

る
。

 

イ
)6

つ
の

試
験
片

の
う
ち

、
3
つ

は
長

い
辺

が
経

糸
に

平
行

に
な

る
よ

う
、
残

り
の

3
つ

は
緯

糸
に

平
行

に
な

う
よ

う
切

断
す

る
。

 

ロ
)-

5
0
℃

以
下

の
温

度
で

4
時

間
露

出
さ

せ
、

そ
の

後
2
倍
拡

大
鏡

で
検

査
し
亀
裂

が

亀
裂

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.5
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3
6
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

発
生

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
検

査
す

る
。

 

(8
)屈
曲
亀
裂

試
験

 
試

験
片

を
2
0
℃

±
2
℃

で
7
日

間
塩

化
ナ

ト
リ
ウ

ム
3
％

水
溶

液
に

浸
漬

さ
せ

、
そ

の
後

IS

O
 
7
8
5
4
に

従
い

試
験

を
行

う
。

試
験
片

を
2
0
0
,0

0
0
回
曲
げ

て
か

ら
広
げ

、
そ

の
後

表
面

を
2
倍
拡

大
鏡

で
検

査
し

、
亀
裂

又
は
層

分
離

が
発
生

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
。

 

亀
裂

又
は
層

分
離

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.6

 

(9
)緯

糸
変

形
試

験
 

幅
1
.5

m
の

ゴ
ム

布
地

の
端

に
対

し
、

直
角

で
線

を
引

き
、

そ
の

線
と
当
該

布
地

の
 
緯

糸

変
形

(弧
行

及
び
斜

行
)を

測
る

。
 

緯
糸

変
形

は
1
0
0
㎜

以
下

で
あ

る
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.9

 

(1
0
)耐

ブ
ロ

ッ
キ

ン
グ

試
験

(熱
可
塑

性
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

材
料

を
採

用
し

た
布

地
は

除
く
) 

試
験
片

、
試

験
準

備
及

び
試

験
方

法
は

次
の

事
項

を
除

き
IS
O

 
5
9
7
8
に

従
う

も
の

と
す

る
。

 イ
)荷

重
負

荷
時

間
：
7
日

 

ゴ
ム

布
地

は
ブ
ロ

ッ
キ

ン
グ

し
て

い
な

い
こ

と
が
肉
眼

で
確

認
で

き
る

こ
と

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.1

0
 

M
S
C

.2
2
6
(8

2
) 

－ 33 －



3
7
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
1
)耐

加
水

分
解

性
試

験

(熱
可
塑

性
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

材
料

を
採

用
し

た
布

地
は

除
く
) 

ゴ
ム

布
地

又
は

試
験
片

を
9
3
℃

の
密
封

さ
れ

た
容

器
内

の
水

面
上

で
1
2
週

間
保
管

し
、

そ
の

後
ゴ

ム
布

地
又

は
試

験
片

を
8
0
℃

±
2
℃

で
1
時

間
乾
燥

さ
せ

、
2
4
時

間
2
0
℃

±

2
℃

、
相

対
湿

度
6
5
％

の
状

態
で
調
整

し
た

後
に

次
の

試
験

を
行

う
。

 

①
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

接
着

力
試

験
は

(2
)の

剝
離

及
び

表
面

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

接
着

試
験

方
法

に
従

い
試

験
を

行
う

。
 

②
耐

ブ
ロ

ッ
キ

ン
グ

性
は

(1
0
)の
耐

ブ
ロ

ッ
キ

ン
グ

試
験

方
法

に
従

い
試

験
を

行
う

。
 

③
1
0
0
㎜

±
2
㎜

の
辺

を
持

つ
2
つ

の
正

方
形

の
試

験
片

を
保
管

さ
れ

た
材

料
か

ら
切

断

す
る

。
試

験
片

は
(4

)の
老

化
試

験
中

の
折

れ
試

験
方

法
に

従
い
亀
裂

、
層

分
離

、
粘

着

性
、
硬

化
に

つ
い

て
検

査
を

行
う

。
 

試
験
結
果

は
次

の
要
件

を
満

た
す

こ
と

 

①
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

接
着

力
：
5
0
N
/
5
0
㎜

以
上

 

②
耐

ブ
ロ

ッ
キ

ン
グ

：
1
0
0
g以

下
 

③
折

れ
試

験
：
亀
裂

や
ひ

び
、
肉
眼

で
確

認
で

き
る

変
形

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.1

1
 

(1
2
)耐
オ
ゾ

ン
性

試
験

 
IS
O

 
3
0
1
1
に

従
い

、
試

験
片

の
準

備
及

び
試

験
を

行
い

、
5
倍
拡

大
鏡

で
亀
裂

が
発
生

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
。

こ
の

場
合

、
試

験
条
件

は
次

の
方

法
に

よ
る

も
の

と

す
る

。
 

イ
)オ
ゾ

ン
濃

度
：
5
0
p
p
h
m

 

ロ
)温

度
：
2
0
℃

±
2
℃

 

ハ
)露

出
時

間
：
8
時

間
 

ニ
)丸
棒

の
直
径

：
6
×

試
料

の
厚

さ
 

亀
裂

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.2
.1

2
 

(1
3
)引

張
試

験
(外

部
及

び

内
部

天
幕

用
) 

(1
)の

引
張

試
験

方
法

に
従

う
も

の
と

す
る

。
 

①
外

部
天

幕
用

：
引

張
強

度
は

経
糸

及
び

緯
糸

方
向

に
9
3
0
N
/
5
0
㎜

(幅
)以

上
で

あ
る

こ
と

 

②
内

部
天

幕
用

：
引

張
強

度
は

経
糸

及
び

緯
糸

方
向

に
1
0
0
N
/
5
0
㎜

(幅
)以

上
で

あ
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.3
.1

5
.1

7
.1

3
.2

.4
.2
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3
8
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
4
)引
裂

試
験

 

(外
部

天
幕

用
) 

(6
)の

引
裂

試
験

方
法

に
従

う
も

の
と

す
る

。
 

引
裂

強
度

は
経

糸
及

び
緯

糸
方

向
に

4
9
0
N

以
上

で
あ

る
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.3
.2

 

(1
5
)低

温
曲
げ

試
験

 

(外
部

天
幕

用
) 

(7
)の

低
温
曲
げ

試
験

方
法

に
従

い
、

-
3
0
℃

以
下

で
試

験
を

行
い

、
2
倍
拡

大
鏡

で
亀
裂

が
発
生

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
。

こ
の

場
合

、
試

験
は

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
面

に
対

し
そ

れ
ぞ

れ
行

う
。

 

亀
裂

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.3
.3

 

(1
6
)防

水
試

験
 

(外
部

天
幕

用
) 

試
験
片

を
3
0
0
㎜

×
3
0
0
 
㎜

に
切

り
、
次

の
方

法
に

従
い

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

①
試

験
片

を
直

角
に

2
回
折

り
、
円
錐

形
に

作
る

。
 

②
ク

リ
ッ

プ
で
円
錐

形
を
固

定
さ

せ
、
フ

ラ
ス

コ
の

上
に

あ
る
漏
斗

に
入

れ
る

。
 

③
5
0
0
㎖

の
水

を
円
錐

に
注

入
す

る
。

3
0
分

後
、
円
錐

を
通

過
し

た
水

の
量

を
記
録

す

る
。

 

3
0
分

間
水

が
円
錐

形
の

布
地

を
通

過
し

、
流

れ
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.3
.4

 

(1
7
)剝

離
及

び
表

面
コ

ー

テ
ィ

ン
グ

接
着

性
試

験
(外

部
天

幕
用

) 

(2
)の

剝
離

及
び

表
面

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

接
着

性
試

験
方

法
に

従
う

も
の

と
す

る
。

 
①

表
面

剝
離

は
2
5
N
/
5
0
㎜

(幅
)以

上
で

あ
る

こ
と

 

②
接

着
強

度
は

2
5
N
/
5
0
㎜

(幅
)以

上
で

あ
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.3
.5

 

(1
8
)色

相
試

験
 

(外
部

天
幕

用
) 

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

材
の

変
色

を
確

認
す

る
た

め
に

ニ
.効

力
試

験
-
(1

)の
係

留
試

験
を

行
っ

た

後
に

、
又

は
同

じ
効
果

が
あ

る
人

工
光
源

を
用

い
試

験
を

行
っ

た
後

に
変

色
さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
。

 

顕
著

な
変

色
が
見

ら
れ

な
い

こ
と

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.3
.6

 

(1
9
)老

化
試

験
 

(外
部

天
幕

用
) 

①
(4

)の
老

化
試

験
方

法
の

う
ち
折

れ
試

験
方

法
に

従
い

試
験

を
行

い
、

2
倍
拡

大
鏡

で

亀
裂

、
層

分
離

、
硬

化
が

発
生

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

。
 

②
(4

)の
老

化
試

験
方

法
の

う
ち
引

張
試

験
方

法
に

従
い

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

①
亀
裂

や
層

分
離

、
硬

化
が

な
い

こ
と

 

②
引

張
強

度
は

経
糸

及
び

緯
糸

方
向

に
老

化
し

た
と

き
に

試
験
片

の
引

張
強

度
の

9

0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.3
.7

 

(2
0
)空

気
透

過
性

試
験

 

(内
部

天
幕

用
) 

内
側

の
天

幕
布

地
が

空
気

に
対

し
透

過
性

を
持

つ
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

。
 

織
物

の
構

造
が

綿
密

で
あ

り
、

又
は

低
い
透

過
性

を
持

つ
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

3
.2

.4
.2

 

－ 35 －



3
9
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)ジ

ャ
ン

プ
試

験
 

①
天

幕
を
展

開
し

た
状

態
と
展

開
し

て
い

な
い

状
態

に
対

し
試

験
を

行
う

。
 

②
高

さ
4
.5

m
以

上
か

ら
靴
底

が
柔

ら
か

く
て

ク
リ

ー
ト

の
付

い
て

い
な

い
靴

を
着

用
し

た

体
重

8
2
.5
㎏

以
上

の
人

が
救

命
い

か
だ

に
飛

び
降

り
る

。
こ

の
場

合
、
人

間
の
代

わ
り

に
人

体
模

型
を

落
下

さ
せ

る
模
擬

試
験

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

③
飛

び
降

り
回

数
は
当
該

救
命

い
か

だ
の

定
員

数
と

同
様

に
す

る
。

 

④
両

側
の

形
象

が
互

い
に

異
な

る
両

面
膨

張
式

救
命

い
か

だ
は

両
側

に
対

し
そ

れ
ぞ

れ
行

う
。

 

試
験

の
結
果

、
布

地
の

破
れ

、
又

は
継
ぎ

目
の

破
れ

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.2

.1
~5

.2
.4

 

(2
)曳
航

強
度

試
験

 
①

救
命

い
か

だ
に

人
数

及
び

艤
装

品
を
満

載
し

、
シ

ー
ア

ン
カ

ー
を
付

け
た

ま
ま

救
命

い
か

だ
の
曳
航

用
具

に
取

り
付

け
ら

れ
た

ロ
ー

プ
を

用
い

、
静

か
な

海
上

で
3
ノ

ッ
ト

ま
で

の
速

力
で

1
㎞

以
上
曳
航

し
た

後
に

救
命

い
か

だ
と
曳
航

用
具

を
確

認
す

る
。

こ
の

場

合
、
人

数
及

び
艤

装
品

の
代

わ
り

に
同

じ
質

量
の

重
量

物
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
2
ノ

ッ
ト

及
び

3
ノ

ッ
ト

の
速

力
で
曳
航

力
を

測
る

。
 

※
上

記
に

計
測

さ
れ

た
曳
航

力
は

型
式

承
認

書
に

記
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

救
命

い
か

だ
と
曳
航

用
具

に
重

大
な

損
傷

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.4

 

(3
)浸

水
試

験
 

救
命

い
か

だ
が

ほ
ぼ

浸
水

さ
れ

た
状

態
で

定
員

を
十

分
に

支
え

、
航

海
を

続
け

る
こ

と

が
で

き
る

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
た

め
に

、
次

の
方

法
に

従
い

検
査

を
行

う
。

 

①
浸

水
さ

れ
た

救
命

い
か

だ
に

対
し

高
さ

0
.9

m
以

上
の

波
で

1
0
回

以
上

の
検

査
を

行

う
。

こ
の

場
合

、
波

は
他

船
舶

の
航
跡

又
は

そ
の
他

適
切

な
方

法
に

よ
り

作
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
試

験
中

に
救

命
い

か
だ

の
床

に
設

置
さ

れ
た

自
動
配

水
装

置
は

水
の
流

入
を
防

止

す
る

た
め

に
閉
鎖

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

③
両

側
の

形
象

が
互

い
に

異
な

る
両

面
膨

張
式

救
命

い
か

だ
は

両
側

に
対

し
そ

れ
ぞ

れ
行

う
。

 

①
定

員
を
十

分
に

支
え

、
航

海
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

②
深
刻

な
変

形
が

な
い

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

1
 

人
数

の
代

わ
り

に
同

じ
質

量
の

重
量

物
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。
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ハ
. 

強
度

に
関

す
る

試
験

 



4
0
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(4
)衝
撃

試
験

 

(ダ
ビ

ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

救
命

い
か

だ
に

定
員

と
艤

装
品

を
搭

載
し

た
の

と
同

じ
質

量
の

重
量

物
を

搭
載

し
た

上
、

い
か

だ
を
吊

り
上
げ
横

に
引

っ
張

り
、

垂
直

の
硬

い
壁

面
と
衝
突

さ
せ

る
。

こ
の

場

合
、
速

度
が

3
.5

m
/
se

c
以

上
に

な
る

よ
う

に
す

る
。

 

救
命

い
か

だ
の

正
常
稼

動
に

影
響

を
与

え
る

損
傷

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

6
.2

 

(5
)落

下
試

験
 

(ダ
ビ

ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

救
命

い
か

だ
に

定
員

と
艤

装
品

を
搭

載
し

た
の

と
同

じ
質

量
の

重
量

物
を

搭
載

し
た

上
、
離

脱
装

置
を

用
い

、
水

面
上

3
m

に
吊

り
上
げ

、
水

面
に

自
由

落
下

さ
せ

る
。

 

救
命

い
か

だ
の

正
常
稼

動
に

影
響

を
与

え
る

損
傷

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

6
.3

 

(6
)吊

り
上
げ

用
具

の
強

度

試
験

(ダ
ビ

ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

救
命

い
か

だ
の
吊

り
上
げ

に
用

い
ら

れ
る

用
具

(バ
ン
ド

や
ロ

ー
プ

、
救

命
い

か
だ

の
取

り
付

け
品

)の
種

類
に

よ
っ

て
そ

れ
ぞ

れ
3
つ

ず
つ
採

取
し

、
破

断
強

度
を

測
る

。
 

吊
り

上
げ

用
具

の
総

合
的

強
度

は
定

員
と
艤

装
品

を
搭

載
し

た
状

態
で

の
救

命

い
か

だ
の

6
倍

に
当

た
る

質
量

を
吊

り
上
げ

た
ま

ま
耐

え
ら

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

6
.1

 

(7
)乗

込
試

験
 

(ダ
ビ

ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

①
ダ

ビ
ッ

ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
は

ニ
-
(3

)に
水

中
乗

込
試

験
方

法
に

定
め

ら
れ

た
試

験
に
追

加
し

、
次

の
手

続
き

に
従

い
試

験
を

行
う

。
 

イ
)救

命
い

か
だ

を
進

水
装

置
又

は
同

じ
高

さ
の

ヘ
ッ
ド
シ

ー
ブ

(H
e
a
d
 
sh

e
a
v
e
)を

持
つ

ク
レ

ー
ン

で
船

舶
又

は
仮

船
舶

の
側

面
に
吊

る
。

 

ロ
)定

員
(一

人
当

た
り

平
均

体
重

8
2
.5
㎏

)を
救

命
い

か
だ

に
乗

込
ま

せ
る

。
 

ハ
)テ

ー
ク
ル

(b
o
w

si
n
g)

を
外

し
、
救

命
い

か
だ

を
5
分

間
吊

る
さ

れ
た

ま
ま

に
す

る
。

ニ
)救

命
い

か
だ

を
水

面
又

は
床

に
付

く
ま

で
下
ろ

し
、

そ
の

後
定

員
を
降
ろ

す
。

 

ホ
)以

上
の

試
験

を
3
回

以
上

行
い

、
こ

の
場

合
降

下
装

置
の
フ

ッ
ク

の
位

置
は

船
側

か
ら

下
に

定
め

ら
れ

た
距

離
に

な
る

よ
う

に
し

、
連

続
し

て
検

査
を

行
う

。
 

1
)救

命
い

か
だ

の
幅

の
1
/
2
 
+
 
1
5
0
㎜

 

2
)救

命
い

か
だ

の
幅

の
1
/
2
 

3
)救

命
い

か
だ

の
幅

の
1
/
2
 
-
 
1
5
0
㎜

 

②
実

船
で

の
状
況

を
把
握

す
る

た
め

に
乗

込
時

間
を

測
定

し
た

上
、

記
録

す
る

。
 

救
命

い
か

だ
の

形
態

に
顕
著

な
変

形
が

な
い

こ
と

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

6
.4
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4
1
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(8
)船

側
面

落
下

試
験

 

(ダ
ビ

ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

①
救

命
い

か
だ

に
定

員
と
艤

装
品

を
搭

載
し

た
の

と
同

じ
質

量
の

重
量

物
を
搭

載
し

た

上
、

全
て

の
安

全
バ

ル
ブ

を
作

動
可
能

な
状

態
に

し
た

ま
ま

床
気

室
を

除
い

た
全

て
の

気
室

を
完

全
に

膨
張

さ
せ

る
。

 

②
救

命
い

か
だ

を
2
0
°

逆
傾
斜

さ
れ

た
船

側
を
真
似

た
構

造
物

に
接
触

さ
せ

、
4
.5

m
以

上
下
ろ

す
。

こ
の

場
合

、
フ

ッ
ク

が
吊

る
さ

れ
た

地
点

の
高

さ
は

船
の

進
水

装
置

の
高

さ

と
同

じ
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

試
験

中
又

は
試

験
後

に
救

命
い

か
だ

に
損
傷

や
変

形
が

な
く
使

用
す

る
に

適
合

な
状

態
で

あ
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

2
 

(9
)常

温
過
負

荷
試

験
 

(ダ
ビ

ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

中
心

支
柱

か
ら
吊

る
さ

れ
た

救
命

い
か

だ
に

対
す

る
常

温
過
負

荷
試

験
は
掛

け
金

装

置
が

適
切

な
安

全
率

を
持

つ
か

確
認

す
る

た
め

に
次

の
手

続
き

に
従

い
試

験
を

行
う

。

①
6
時

間
以

上
2
0
℃

±
3
℃

に
救

命
い

か
だ

を
放

置
す

る
。

 

②
救

命
い

か
だ

を
リ
フ

テ
ィ

ン
グ
フ

ッ
ク

や
掛

け
金

に
吊

り
、
気

室
(床

気
室

を
除

く
)を

膨

張
さ

せ
る

。
 

③
完

全
に

膨
張

さ
れ

、
安

全
バ

ル
ブ

が
自

動
的

に
復

帰
し

た
と

き
に

、
全

て
の

安
全

バ

ル
ブ

が
作

動
し

な
い

よ
う

に
措

置
を
講

じ
る

。
 

④
救

命
い

か
だ

を
下
ろ

し
、
定

員
と
艤

装
品

を
搭

載
し

た
の

と
同

じ
質

量
の

4
倍

に
当

た

る
重

量
物

を
搭

載
す

る
。

(一
人
当

た
り

平
均

重
量

8
2
.5
㎏

) 

⑤
救

命
い

か
だ

を
吊

り
上
げ

、
5
分

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

す
る

。
 

⑥
吊

り
上
げ

ら
れ

た
状

態
で

試
験
前

後
に

重
量

物
を

除
去

し
、
気

室
の

圧
力

を
記
録

す

る
。

 

⑦
救

命
い

か
だ

の
寸

法
差

又
は

変
形

を
確

認
し

た
上

、
記
録

す
る

。
 

試
験

中
又

は
試

験
後

に
救

命
い

か
だ

は
使

用
す

る
に

適
合

な
状

態
で

あ
る

こ
と

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

0
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4
2
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
0
)低

温
過
負

荷
試

験
 

(ダ
ビ

ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

中
心

支
柱

か
ら
吊

る
さ

れ
た

救
命

い
か

だ
に

対
す

る
低

温
過
負

荷
試

験
は
掛

け
金

装

置
が

適
切

な
安

全
率

を
持

つ
か

確
認

す
る

た
め

に
次

の
手

続
き

に
従

い
試

験
を

行
う

。

①
救

命
い

か
だ

を
-
3
0
℃

の
恒

温
槽

に
6
時

間
以

上
放

置
し

、
そ

の
後

全
て

の
安

全
バ

ル
ブ

を
作

動
さ

せ
た

状
態

で
定

員
と
艤

装
品

を
搭

載
し

た
の

と
同

じ
質

量
の

1
.1
倍

に
当

た
る
重

量
物

を
搭

載
す

る
。

(重
量

物
の

搭
載

は
恒

温
槽

内
で

行
う

。
こ

の
場

合
、

床
気

室
は

膨
張

さ
せ

な
い

。
) 

②
重

量
物

を
搭

載
し

た
救

命
い

か
だ

を
5
分

以
上
吊

り
上
げ

た
ま

ま
放

置
す

る
。

(救
命

い
か

だ
は
恒

温
槽

か
ら

取
り

出
し

て
す

ぐ
に
吊

り
上
げ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
) 

試
験

中
又

は
試

験
後

に
救

命
い

か
だ

は
使

用
す

る
に

適
合

な
状

態
で

あ
る

こ
と

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

1
 

(1
1
)ペ

イ
ン

タ
ー

装
置

強
度

試
験

 

ペ
イ

ン
タ

ー
(ウ
ィ

ー
ク

リ
ン

ク
を

除
く
)と
当
該

救
命

い
か

だ
と

の
取

り
付

け
部

分
に

対
し

引
張

強
度

を
測

る
。

こ
の

場
合

、
ペ

イ
ン
タ

ー
や

取
り
付

け
部

分
の

強
度

は
こ

れ
を
救

命

い
か

だ
の
本

体
か

ら
外

し
た

状
態

で
引

張
試

験
に

よ
り

確
認

し
又

は
そ

の
模

型
を

用
い

同
じ

試
験

を
行

う
こ

と
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

ペ
イ

ン
タ

ー
装

置
の

引
張

強
度

は
下

記
の
値

以
上

で
あ

る
こ

と
 

①
8
人

乗
り
：
7
.5
kN

 

②
9
人

乗
り

～
2
5
人

乗
り
：
1
0
.0
kN

 

③
2
5
人

乗
り
：
1
5
.0
kN

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.6

 

(1
2
)継
ぎ

目
強

度
試

験
 

①
当
該

救
命

い
か

だ
の

ゴ
ム

布
地

と
同

じ
条
件

下
で

製
造

さ
れ

た
試

験
片

の
継
ぎ

目

に
対

し
、
引

張
強

度
を

測
る

。
 

②
外

部
天

幕
用

布
地

の
継
ぎ

目
は

IS
O

 
1
4
2
1
に

従
い

下
記

図
の

通
り

試
験
片

を
用

い

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
、

製
造

に
用

い
ら

れ
る

全
て

の
継
ぎ

型
サ

ン
プ
ル

に
つ

い
て
経

糸
と
緯

糸
の

両
方

向
の
継
ぎ

構
造

に
対

し
試

験
を

行
い

、
試

験
片

は
予

め

縫
わ

れ
た

天
幕

布
地

の
サ

ン
プ
ル

か
ら
切

取
り

、
そ

の
試

験
片

の
糸

端
は

ほ
ぐ

れ
な

い

よ
う

に
す

る
。

 

①
当
該

ゴ
ム

布
地

に
対

す
る

最
低

引
張

強
度

と
同

じ
又

は
そ

の
以

上
で

あ
る

こ
と

②
外

側
の

天
幕

布
地

に
対

す
る
引

張
強

度
の

7
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.9
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4
3
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

 

③
溶

着
強

度
(W

e
ld

 
st
re
n
gt
h
)試

験
方

法
は

次
の

第
4
項

ハ
)に

基
づ

く
試

験
片

を
用

い
試

験
を

行
う

。
 

④
熱
可
塑

性
材

料
が

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

材
料

と
し

て
用

い
ら

れ
る

溶
着
継
ぎ

目
の

試
験
片

に
対

し
、
次

の
通

り
可

水
分
解

試
験

(H
yd

ro
ly

si
s 
te

st
)を

行
う

。
 

イ
)試

験
片

を
9
3
℃

±
2
℃

の
密

閉
さ

れ
た

容
器

に
入

れ
、

水
面

上
で

1
2
週

間
保
管

す

る
。

 

ロ
)上

記
イ

)規
定

に
基
づ

き
前
処
理

が
終

了
す

る
と

、
試

料
を

8
0
℃

±
2
℃

で
1
時

間
乾

燥
さ

せ
、

そ
の

後
2
0
℃

±
2
℃

、
相

対
湿

度
6
5
％

で
2
4
時

間
調
整

す
る

。
 

ハ
)溶

着
試

験
用

試
験
片

を
次

の
通

り
準

備
す

る
。

 

1
)短

い
ほ

う
が

経
糸

方
向

に
平

行
に

な
る

よ
う

3
0
0
㎜

×
2
0
0
㎜

に
切

り
取

っ
た

2
つ

の
布

地
試

験
片

と
し

、
両

面
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

布
地

に
対

し
前

面
を
裏

面
に

張
り

、
断

面
又

は
非

対
称

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

布
地

に
対

し
厚

く
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
面

を
薄

く
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
面

に
張

る
。

 

③
分

離
強

度
は

1
7
5
N

以
上

で
あ

る
こ

と
 

④
溶

着
強

度
は

1
2
5
N
/
2
5
m

m
以

上
で

あ
る

こ
と
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4
4
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

2
)こ

れ
ら

の
試

験
片

を
適
当

な
長

さ
と

1
0
㎜

±
1
㎜

の
幅

を
持

つ
工

具
で

溶
着

す
る

。
 

3
)2

5
㎜

の
幅

の
試

験
片

は
溶

着
線

に
対

し
横

方
向

に
切

断
す

る
。

 

4
)溶

着
試

験
用

試
験
片

を
IS
O

 
1
4
2
1
に

従
い

試
験
機

器
に

設
置

す
る

。
 

ニ
)最

大
薄

利
荷

重
を

記
録

す
る

。
 

 ニ
. 

効
力

試
験

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)係

留
試

験
 

①
定

員
と
艤

装
品

を
搭

載
し

た
の

と
同

じ
質

量
の

重
量

物
を
搭

載
し

た
救

命
い

か

だ
を
海

上
又

は
港

内
の

1
地

点
に

係
留

さ
せ

、
そ

の
ま

ま
3
0
日

間
放

置
す

る
。

た
だ

し
、
毎

日
1
回

、
手

動
充

気
ポ

ン
プ

又
は
風

具
に

よ
り
気

室
に

空
気

を
補
充

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

②
同

試
験

を
終

了
し

た
後

に
(1

6
)の

圧
力

試
験

を
行

う
。

 

①
係

留
中

に
常

に
原

型
を

維
持

す
る

こ
と

 

②
3
0
日

間
海

上
に

浮
か

ん
で

い
る

こ
と

 

③
3
0
日

間
係

留
後

に
圧

力
試

験
を

行
い

、
そ

の
判

断
基

準
を
満

た
す

こ
と

 

④
床

に
水

が
染
み

込
ん

で
い

な
い

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.5

 

(2
)投

下
試

験
 

①
投

下
試

験
は

次
の

方
法

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

。
 

イ
)救

命
い

か
だ

を
容

器
に

収
納

し
た

状
態

で
1
8
m

の
高

さ
(1

8
m

を
超

え
て

積
載

す

る
場

合
は
当
該

高
さ

)か
ら

水
面

に
投

下
さ

せ
る

。
こ

の
場

合
、
ペ

イ
ン
タ

ー
の

一
方

の
端

は
救

命
い

か
だ

の
落

下
に

よ
り
引

き
出

さ
れ

る
よ

う
に

操
作

す
る

な
ど
実
際

に

投
下

さ
れ

る
状
況

と
同

じ
よ

う
に

す
る

。
 

ロ
)投

下
さ

れ
た

救
命

い
か

だ
は

乗
込

が
可
能

な
状

態
に

膨
張

さ
せ

た
後

に
3
0
分

間
放

置
す

る
。

そ
の

後
、
当
該

救
命

い
か

だ
を

水
面

か
ら

取
り

出
し

、
本

体
や

艤
装

品
、

容
器

、
ヴ
ァ

リ
ー
ズ

に
対

し
検

査
を

行
う

。
 

②
上

記
の
投

下
試

験
は

2
回

以
上

行
う

。
 

①
水

面
に
投

下
さ

れ
た

救
命

い
か

だ
は

(1
5
)の

膨
張

試
験

判
断

基
準

に
定

め
ら

れ
た

時
間

内
に

そ
の

上
部

が
上

に
向

く
よ

う
に

膨
張

さ
せ

、
3
0
分

以
上

水
面

に
浮

か
ん

で

い
る

こ
と

 

②
救

命
い

か
だ

の
本

体
や

艤
装

品
、

容
器

、
ヴ
ァ

リ
ー
ズ

に
対

し
そ

の
利

用
す

る
上

で
支
障

を
与

え
る

異
常

が
発
生

し
な

い
こ

と
、

こ
の

場
合

、
飲

料
水

容
器

は
変

形
さ

れ

て
も
中
身
漏

れ
が

な
け

れ
ば

い
い

。
ま

た
、

容
器

又
は
ヴ
ァ

リ
ー
ズ

に
対

し
損
傷

が
あ

っ
て

も
そ

の
た

め
救

命
い

か
だ

の
艤

装
品

や
そ

の
利

用
に
悪

影
響

が
な

い
限

り
当
該

損
傷

は
支
障

が
な

い
も

の
と
見

な
す

。
 

③
飲

料
水
漏

れ
は

認
め

ら
れ

な
い

。
た

だ
し

、
投

下
の

高
さ

が
1
8
m

以
上

の
救

命
い

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

.1
~5
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4
5
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

か
だ

に
積

載
す

る
飲

料
水

容
器

か
ら

の
漏

れ
量

が
次

の
条
件

を
満

た
す

場
合

、
総

容
量

の
5
％

を
下

回
る

と
き

は
認

め
ら

れ
る

も
の

と
す

る
こ

と
 

イ
)飲

料
水

を
要

求
総

容
量

に
対

し
そ

の
5
％

以
上

を
超

え
て

積
載

し
た

場
合

 

ロ
)飲

料
水

が
水

密
容

器
に

入
れ

ら
れ

た
場

合
 

ハ
)承

認
さ

れ
た

海
水

脱
塩

装
置

が
備

え
ら

れ
た

場
合

 

(3
)水

中
乗

込
試

験
 

①
4
人

の
大

人
被

験
者

(背
が

高
く
て

細
い

人
、
背

が
高

く
て

太
っ

て
い

る
人

、
背

が

低
く
て
細

い
人

、
背

が
低

く
て

太
っ

て
い

る
人

な
ど

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
体
格

を
持

ち
、

な
る
べ

く
水
泳

の
で

き
な

い
人

に
す

る
を

1
つ

の
チ

ー
ム

と
し

て
構

成
し

、
プ

ー
ル

で

次
の

通
り

試
験

を
行

う
。

 

イ
)被

験
者

は
シ

ャ
ツ

や
ズ
ボ

ン
、

又
は

上
下

一
体

型
の

作
業

着
と
承

認
さ

れ
た

救

命
胴

衣
及

び
防

水
服

を
着

用
し

、
1
0
0
m

以
上

を
途

中
で
休
憩

す
る

こ
と

な
く
水
泳

し

た
後

に
す

ぐ
に

自
力

で
救

命
い

か
だ

に
乗

込
む

。
こ

の
と

き
、

水
深

は
十

分
な
深

さ

で
あ

り
、

水
深

が
浅

す
ぎ

て
救

命
い

か
だ

に
乗

込
み

や
す

い
よ

う
に

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

ロ
)乗

込
試

験
後

に
防

水
服

を
着

用
し

た
1
人

が
天

幕
の

乗
降

口
に

対
し
開

閉
試

験

を
行

い
、

そ
れ

ぞ
れ

の
時

間
を

測
る

。
 

1
)内

部
か

ら
閉

め
る

。
 

2
)内

部
か

ら
開

け
る

。
 

3
)外

部
か

ら
開

け
る

。
 

②
両

側
の

形
象

が
互

い
に

異
な

る
両

面
膨

張
式

救
命

い
か

だ
は

両
側

に
対

し
そ

れ
ぞ

れ
行

う
。

 

①
最

低
3
人

は
自

力
で
乗

込
む

こ
と

が
で

き
る

こ
と

 

(3
人

が
乗

込
ん

で
か

ら
残

り
の

1
人

は
他

人
の

協
力

を
得

て
乗

込
ん

で
も
乗

込
試

験

は
適

切
に

行
わ

れ
た

も
の

と
す

る
。

) 

②
乗

降
口

の
開

閉
は

そ
れ

ぞ
れ

1
分

以
内

に
で

き
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.8
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4
6
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(4
)復
元

性
試

験
 

①
救

命
い

か
だ

に
定

員
を

全
て

一
方

の
舷

に
座

ら
せ

た
と

き
と
船
首

方
向

の
端

に

座
ら

せ
た

と
き

の
乾

舷
を

そ
れ

ぞ
れ

測
る

。
こ

の
場

合
、
乾

舷
は

喫
水

線
か

ら
最

も

低
い

位
置

に
あ

る
主

気
室

の
最

上
面

ま
で

と
す

る
。

 

②
救

命
胴

衣
を

着
用

し
た

2
人

の
被

験
者

が
空

き
救

命
い

か
だ

に
乗

込
み

、
水

中

で
意

識
不

明
状

態
の

1
人

を
速

や
か

に
救
助

す
る

作
業

を
行

う
。

こ
の

と
き
救
助

者

の
背

中
を
救

命
い

か
だ

の
入

り
口

の
ほ

う
に

向
か

わ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

①
試

験
状

態
で
救

命
い

か
だ

に
水

が
入

ら
な

い
よ

う
十

分
な
乾

舷
を

持
つ

こ
と

 

②
意

識
不

明
の

人
を

い
か

だ
内

に
迅
速

に
引

き
上
げ

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

③
意

識
不

明
の

人
を
救
助

す
る
過

程
で

水
巾

着
袋

が
救

命
い

か
だ

の
転
覆
モ

ー
メ

ン
ト

を
適

切
に

防
止

し
、
救

命
い

か
だ

が
転
覆

し
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.9

.1
~5

.9
.2

 

(5
)漕
艇

試
験

 
定

員
と
艤

装
品

を
満

載
し

た
状

態
の

救
命

い
か

だ
に

乗
込

ん
だ

被
験

者
が
静

か
な

水
面

上
で
櫓

を
こ

ぐ
。

こ
の

場
合

、
櫓

を
こ

ぐ
以

外
の

人
及

び
艤

装
品

の
代

わ
り

に

同
じ

質
量

の
重

量
物

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

2
5
m

以
上
航
走

が
で

き
る

こ
と

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

0
 

(6
)残
存

気
室

浮
力

試
験

 
定

員
を
搭

載
し

た
(人

は
通

常
の

位
置

に
座

る
。
一

人
当

た
り

平
均

体
重

8
2
.5
㎏

)救

命
い

か
だ

の
独

立
し

た
主

気
室

1
つ

を
膨

張
さ

せ
な

い
状

態
で
乾

舷
を

測
る

。
こ

の

場
合

、
定

員
の
代

わ
り

に
同

じ
質

量
の

重
量

物
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

、
残

り
の

主

気
室

に
対

し
て

も
同

じ
方

法
に

よ
り

試
験

を
行

う
。

 

全
周

囲
に

わ
た

っ
て

正
(＋

)の
乾

舷
を

持
ち

、
定

員
を
支

え
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.1

 

(7
)乾

舷
試

験
 

①
救

命
い

か
だ

に
定

員
(一

人
当

た
り

平
均

体
重

8
2
.5
㎏

、
防

水
服

と
救

命
胴

衣
を

着
用

し
て

い
る

)と
艤

装
品

を
満

載
し

た
と

き
と
装

品
の
み

を
搭

載
し

た
と

き
の
乾

舷

を
測

る
。

 

②
床

気
室

を
膨

張
さ

せ
ず

に
イ

ー
ブ

ン
キ

ー
ル

(e
ve

n
 
ke

e
l)
状

態
の

救
命

い
か

だ

に
定

員
と
艤

装
品

を
満

載
し

た
と

き
の
乾

舷
を

測
る

。
 

③
両

側
の

形
象

が
互

い
に

異
な

る
両

面
膨

張
式

救
命

い
か

だ
は

両
側

に
対

し
そ

れ
ぞ

れ
行

う
。

 

①
着

席
し

た
定

員
に

対
し
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

と
高

さ
を

持
ち

、
床

気
室

が
膨

張
さ

れ
た

状
態

で
艤

装
品

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

②
床

気
室

を
膨

張
さ

せ
ず

に
定

員
と
艤

装
品

を
満

載
し

た
と

き
の
乾

舷
が

3
0
0
㎜

以

上
で

あ
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.7

 

(8
)充

気
試

験
 

充
気

ポ
ン

プ
又

は
風

具
を
気

室
に

設
置

し
、
充

気
を

行
う

。
 

気
室

の
圧

力
が

下
が

っ
た

と
き

に
必

要
な

圧
力

ま
で
充

気
し

、
作

動
圧

力
を

維
持

す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.2

.2
.4
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4
7
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(9
)乗

込
台

損
傷

試
験

 
乗

込
台

を
破

損
さ

せ
、

そ
の

影
響

な
ど

に
つ

い
て

検
査

す
る

。
た

だ
し

、
乗

込
台

と

主
気

室
が

独
立

し
た

気
室

に
は

適
用

し
な

い
。

 

乗
込

台
の

破
損

に
よ

り
主

気
室

の
形
象

に
顕
著

な
変

化
が
起

き
て

い
な

い
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.2

.4
.1

 

(1
0
)手

動
膨

張
試

験
 

救
命

い
か

だ
が

容
器

に
格

納
さ

れ
た

状
態

で
水

面
上

に
浮

か
ん

で
い

る
と

き
に

水

中
で
被

験
者

1
人

が
膨

張
操

作
を

行
う

。
 

①
容

易
に

正
常

に
膨

張
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

 

②
上

記
第

(8
)項

に
基
づ

き
設

置
さ

れ
た
導

出
バ

ル
ブ

を
含

む
膨

張
装

置
に

つ
い

て

は
IS
O

 
1
5
7
3
8
の

要
件

を
満

た
す

こ
と

 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.2

.2
.3

 

M
S
C

.2
1
8
(8

2
) 

(1
1
)自

動
点

灯
試

験
 

救
命

い
か

だ
が

膨
張

し
た

と
き

に
天

幕
内

外
の

灯
が

自
動
的

に
点

灯
さ

れ
る

か
を

確
認

す
る

。
 

①
自

動
的

に
点

灯
し

、
1
2
時

間
以

上
作

動
す

る
こ

と
 

②
灯

は
救

命
い

か
だ

の
天
井

又
は

構
造

物
の

最
上

部
に

取
り
付

け
ら

れ
る

こ
と

 

③
灯

の
付
近

の
人

が
座

っ
た

ま
ま
生
存
指
導

書
及

び
艤

装
品

に
関

す
る
使

用
説

明

書
を
読

む
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

④
灯

は
船

舶
及

び
舶

用
品

の
検

定
又

は
予

備
検

査
を

合
格

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.1

.3
.3
~4

.1
.3

.4
 

M
S
C

.2
1
8
(8

2
) 

(1
2
)手

動
水

中
膨

張
試

験
 

容
器

に
格

納
さ

れ
た

状
態

で
十

分
な

浮
揚

性
を

持
ち

、
水

面
上

に
浮

か
ん

で
い

る

救
命

い
か

だ
の

ペ
イ

ン
タ

ー
及

び
膨

張
用

装
置

(作
動

索
等

)を
架

台
な

ど
に
固
縛

し
た

状
態

で
模
倣

し
た

も
の

を
水

中
に
沈
没

さ
せ

る
。

 

①
ペ

イ
ン
タ

ー
が

下
方

に
引

っ
張

ら
れ

る
よ

う
い

か
だ

に
浮

力
が

あ
る

こ
と

 

②
膨

張
用

装
置

を
下

方
に

引
っ
張

り
、

作
動

さ
せ

る
の

に
必

要
な
浮

力
が

あ
る

こ
と

③
救

命
い

か
だ

が
水

中
に

引
き

ず
り
込

ま
れ

な
い

こ
と

 

④
正

常
に

膨
張

す
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

3
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4
8
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
3
)復
艇

試
験

 

(両
面

膨
張

式
救

命
い

か
だ

は
除

く
) 

①
救

命
い

か
だ

に
艤

装
品

を
満

載
し

、
全

て
の

開
口

を
開

け
っ
ぱ

な
し

に
し

た
状

態

で
救

命
い

か
だ

を
転
覆

さ
せ

、
天

幕
内

に
水

を
い

っ
ぱ

い
に

し
、
転
覆

し
た

ま
ま

1
0

分
間

放
置

す
る

。
 
(自

動
復
元

膨
張

式
救

命
い

か
だ

は
除

く
) 

②
被

験
者

は
(3

)の
水

中
乗

込
試

験
時

と
同

じ
チ

ー
ム

を
構

成
し

、
各

被
験

者
は

(3
)

の
水

中
乗

込
試

験
を

終
了

し
た

後
に

1
人

ず
つ
転
覆

さ
れ

た
救

命
い

か
だ

を
復
艇

さ
せ

る
。

こ
の

場
合

、
被

験
者

の
う
ち

1
人

は
そ

の
体

重
が

8
2
.5
㎏
未

満
で

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

試
験

は
十

分
な

水
深

で
行

い
、

水
深

が
浅

す
ぎ

て
復
艇

し
や

す
い

よ

う
に

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

①
各

被
験

者
が
他

の
被

験
者

の
協

力
無

し
に
復
艇

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

②
救

命
い

か
だ

に
損
傷

が
な

く
艤

装
品

袋
が
元

の
位

置
に

あ
る

こ
と

 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.2

 

艤
装

品
の
代

わ
り

に
同

量
の

重

量
物

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
4
)艤

装
品
格

納
状

態
浮

上

試
験

 

艤
装

品
を

容
器

に
格

納
し

た
ま

ま
水

面
上

に
3
0
分

間
放

置
す

る
。

(艤
装

品
の
格

納

容
器

が
救

命
い

か
だ

と
一

体
型

に
な

っ
て

お
り

、
又

は
救

命
い

か
だ

に
永
久
的

に

取
り
付

け
ら

れ
て

い
る

場
合

は
除

く
) 

3
0
分

以
上

そ
の

中
身

に
損
傷

を
与

え
ず

に
水

面
上

に
浮

か
ん

で
い

る
こ

と
 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.1

.5
.4

 

(1
5
)膨

張
試

験
 

容
器

に
格

納
し

た
ま

ま
救

命
い

か
だ

の
ペ

イ
ン
タ

ー
を
引

っ
張

り
膨

張
さ

せ
、
次

の

事
項

に
つ

い
て

計
測

を
行

う
。

 

①
救

命
い

か
だ

へ
の

乗
込
み

が
可
能

な
状

態
に

な
る

ま
で

の
所

要
時

間
、
即

ち
気

室
が
完

全
な

形
態

と
直
径

に
膨

張
さ

れ
る

ま
で

の
所

要
時

間
 

②
天

幕
が
完

全
に

展
開

さ
れ

る
ま

で
の

所
要

時
間

 

③
次

の
条
件

下
で

ペ
イ

ン
タ

ー
を
引

っ
張

り
、
膨

張
す

る
と

き
の

力
と
救

命
い

か
だ

が
完

全
な

作
動

圧
力

に
達

す
る

ま
で

の
所

要
時

間
 

イ
)1

8
℃

～
2
0
℃

の
周
辺

温
度

 

ロ
)-

3
0
℃

の
周
辺

温
度

。
こ

の
場

合
、
救

命
い

か
だ

は
常

温
で

2
4
時

間
放

置
し

、
再

①
救

命
い

か
だ

を
1
8
℃

～
2
0
℃

の
周
辺

温
度

で
膨

張
さ

せ
る

場
合

 

イ
)1

分
以

内
に
完

全
に

膨
張

す
る

こ
と

 

ロ
)自

動
復
元

膨
張

式
救

命
い

か
だ

に
つ

い
て

は
膨

張
し
始

め
た

時
点

の
形

と
関

係

な
く
完

全
に

膨
張

し
、
真

っ
直

ぐ
に

立
っ

た
状

態
で

乗
込
み

が
可
能

に
な

る
ま

で
の

時

間
が

1
分

を
超

え
な

い
こ

と
 

②
救

命
い

か
だ

を
-
3
0
℃

の
周
辺

温
度

で
膨

張
さ

せ
る

場
合

 

イ
)作

動
圧

力
に
達

す
る

ま
で

の
時

間
が

3
分

以
内

で
あ

る
こ

と
 

ロ
)試

験
の
結
果

、
継
ぎ

目
の

破
れ

、
亀
裂

、
そ

の
他
欠
陥

が
な

く
、

試
験

が
終

了
し

て
す

ぐ
に

そ
の
使

用
が
可
能

で
あ

る
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.4
~5

.1
7
.6
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4
9
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

び
-
3
0
℃

の
恒

温
槽

で
2
4
時

間
放

置
し

、
そ

の
後

膨
張

試
験

を
行

う
。

こ
の

と
き

、
2

つ
の

救
命

い
か

だ
に

対
し

試
験

を
行

う
。

 

ハ
)+

6
5
℃

の
周
辺

温
度

。
こ

の
場

合
、
救

命
い

か
だ

は
常

温
で

2
4
時

間
放

置
し

、

再
び

+
6
5
℃

の
恒

温
槽

で
7
時

間
放

置
し

、
そ

の
後

膨
張

試
験

を
行

う
。

 

③
 
救

命
い

か
だ

を
+
6
5
℃

の
周
辺

温
度

で
膨

張
さ

せ
る

場
合

 

イ
)安

全
バ

ル
ブ

は
過

度
な

圧
力

に
よ

る
救

命
い

か
だ

の
損
傷

を
防

止
し

、
膨

張
の
途

中
に

最
大

圧
力

が
安

全
バ

ル
ブ

の
閉

め
圧

力
の

2
倍

に
達

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
十

分
な
能

力
を

備
え

た
も

の
で

あ
る

こ
と

 

ロ
)試

験
の
結
果

、
継
ぎ

目
の

破
れ

、
亀
裂

、
そ

の
他
欠
陥

が
な

い
こ

と
 

④
ペ

イ
ン
タ

ー
を
引

っ
張

る
力

は
1
5
0
N

以
下

で
あ

る
こ

と
 

(1
6
)圧

力
試

験
 

①
加

圧
防

止
装

置
を

作
動

さ
せ

な
い

状
態

で
圧

縮
空

気
で

気
室

に
設

計
圧

力
の

3

倍
以

上
の

圧
力

を
加

え
、

そ
の

後
3
0
分

以
上

放
置

し
、
漏

れ
に

よ
る
圧

力
降

下
を

測
る

。
こ

の
場

合
、
圧

力
降

下
の

測
定

は
気

室
の

ゴ
ム

材
料

が
安

定
し

た
状

態
に

戻
っ

た
と

き
に

開
始

す
る

。
 

②
気

室
の

加
圧

防
止

装
置

が
作

動
可
能

な
状

態
で

圧
縮

空
気

を
救

命
い

か
だ

の

設
計

圧
力

の
2
倍

を
超

え
る
圧

力
を
気

室
に

加
え

る
。

 

①
試

験
の
結
果

、
継
ぎ

目
の

破
れ

や
破

損
な

ど
異

常
が

な
い

こ
と

 

②
漏

れ
に

よ
る
圧

力
降

下
は

設
計

圧
力

に
対

し
5
％

以
内

で
あ

る
こ

と
、

こ
の

場
合

温

度
及

び
大

気
圧

の
変

化
に

対
す

る
補

正
は

行
わ

な
い

こ
と

 

③
気

室
は

加
圧

防
止

装
置

の
作

動
に

よ
り
設

計
圧

の
2
倍

を
超

え
る
加

圧
状

態
に

な

ら
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

7
.7
~5

.1
7
.8

 

L
S
A

 C
o
d
e
 

4
.2

.2
.4

 

(1
7
)水
差

し
試

験
 

①
直
径

6
3
.5

m
m

の
ホ

ー
ス

を
主

気
室

の
1
.5

m
上

に
位

置
し

た
状

態
で

3
.5

m
の

距

離
を

置
い

た
ま

ま
1
分
当

た
り

2
,3

0
0
ℓ
の

水
を
乗

込
口

や
そ

の
周
辺

に
5
分

間
差

す
。

 

②
両

側
の

形
象

が
互

い
に

異
な

る
両

面
膨

張
式

救
命

い
か

だ
は

両
側

に
対

し
そ

れ
ぞ

れ
行

う
。

 

救
命

い
か

だ
に

水
が
顕
著

に
溜

ま
ら

な
い

こ
と

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

2
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5
0
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
8
)風
速

試
験

 
①

救
命

い
か

だ
に

対
す

る
風
速

試
験

は
次

の
条
件

下
で

第
2
項
乃
至

第
4
項

に
定

め
ら

れ
た

手
続

き
に

従
い

行
う

も
の

と
す

る
。

 

イ
)材

料
や

構
造
配

置
が

類
似

し
た

定
員

6
人

～
2
5
人

乗
り

に
お

い
て

は
1
隻

の
救

命
い

か
だ

 

ロ
)定

員
2
5
人

乗
り

を
超

え
る
救

命
い

か
だ

に
お

い
て

は
材

料
や

構
造
配

置
が

同

試
験

に
不

要
な

も
の

と
認

め
ら

れ
る

場
合

を
除

い
た

そ
れ

ぞ
れ

の
救

命
い

か
だ

 

②
救

命
い

か
だ

が
膨

張
す

る
と

き
に

乗
込

口
が

開
く
よ

う
に

設
定

さ
れ

た
状

態
で
風

速
3
0
m
/
se

c
の
風
速

下
で

容
器

無
し

に
膨

張
さ

せ
た

ま
ま

1
0
分

間
維

持
さ

せ
る

。

③
実

行
が
可
能

な
場

合
は

、
第

2
項

の
条
件

下
で

救
命

い
か

だ
を
右

舷
及

び
左

舷

に
そ

れ
ぞ

れ
3
0
°

ず
つ
振

り
、
元

の
姿
勢

に
戻

る
か

確
認

す
る

。
 

④
救

命
い

か
だ

を
3
0
m
/
se

c
の
風
速

下
か

つ
次

の
条
件

下
で

5
分

間
放

置
す

る
。

イ
)開

か
れ

た
乗

込
口

が
風

方
向

に
向

い
た

状
態

(乗
込

口
が

2
つ

以
上

で
あ

る
場

合
は
他

の
乗

込
口

を
閉

め
て

お
く
) 

ロ
)閉

め
ら

れ
た

乗
込

口
が
風

方
向

に
向

い
た

状
態

(乗
込

口
が

2
つ

以
上

で
あ

る

場
合

は
他

の
乗

込
口

を
開

け
て

お
く
) 

ハ
)全

て
の

乗
込

口
を
閉

め
た

状
態

 

救
命

い
か

だ
は

正
常
機
能

に
影

響
を
与

え
か
ね

な
い

損
傷

が
な

い
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.2

0
.1

～
5
.2

0
.5

 

(1
9
)自

動
復
元

性
試

験
(自

動
復
元

膨
張

式
救

命
い

か

だ
に

限
る

) 

①
静

か
な

水
面

で
救

命
い

か
だ

の
長

さ
方

向
を
軸

と
し

て
救

命
い

か
だ

を
回
転

・
離

脱
さ

せ
る
適

切
な

装
置

を
準

備
す

る
。

こ
の

場
合

、
救

命
い

か
だ

に
は

艤
装

品
の

み
を
搭

載
す

る
。

 

②
乗

込
口

及
び

開
口

を
閉

め
た

ま
ま
完

全
に

膨
張

さ
せ

る
。

 

③
救

命
い

か
だ

を
徐
々

に
回
転

さ
せ

、
1
8
0
°

に
ひ

っ
く
り

返
し

た
ま

ま
床

に
置

く
。

①
救

命
い

か
だ

は
自

ら
復
元

す
る

こ
と

 

②
救

命
い

か
だ

の
復
元

動
作

は
正

常
か

つ
継

続
に

行
わ

れ
、
完

全
な

立
ち

直
り

は
1

8
℃

～
2
0
℃

で
の

膨
張

試
験

時
に

乗
込

む
こ

と
が

で
き

る
ま

で
の

時
間

と
1
分

間
の
誤

差
内

で
行

わ
れ

る
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

8
.2
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5
1
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(2
0
)潜

水
試

験
(両

面
膨

張

式
及

び
自

動
復
元

膨
張

式

救
命

い
か

だ
に

限
る

) 

ビ
ュ

ー
フ
ォ

ー
ト

(B
e
a
u
fo
rt

)風
力

階
級

6
と

有
義

波
高

2
m

以
上

の
海

上
状

態
で

容

器
に

収
納

さ
れ

た
救

命
い

か
だ

を
4
m

以
上

の
水
深

に
浸

水
さ

せ
る

。
 

救
命

い
か

だ
は

膨
張

し
水

面
に

浮
上

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
、
海

上
で

人
が

乗

込
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
 

M
S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.1

9
 

(2
1
)自

動
配

水
試

験
(両

面

膨
張

式
及

び
自

動
復
元

膨

張
式

 
救

命
い

か
だ

に
限

る
) 

水
面

に
浮

か
ん

だ
状

態
の

救
命

い
か

だ
に

1
分

間
2
,3

0
0
ℓの

水
を
入

れ
た

上
、
配

水
状

態
を

確
認

す
る

。
こ

の
場

合
、

ス
ワ

ー
ト

(t
h
w

a
rt

s)
又

は
そ

の
他

方
式

に
よ

り

い
く
つ

か
に

仕
切

ら
れ

て
い

る
救

命
い

か
だ

は
そ

れ
ぞ

れ
の
区
画

に
対

し
試

験
を

行
う

。
 

配
水

後
は

救
命

い
か

だ
に

装
置

に
検
知

さ
れ

る
ほ

ど
の

水
溜

り
が

な
い

こ
と

 
M

S
C

.8
1
(7

0
) 

5
.2

1
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5
2
 

【
再

帰
反

射
材

の
取

り
付

け
方

法
(1

1
. 
イ

. 
(1

)外
観

検
査

関
係

)】
 

1
. 
円

型
の

救
命

い
か

だ
 

(1
)幅

5
㎝

の
再

帰
反

射
材

を
天

幕
の

正
部

及
び

床
の
裏

面
に

十
字

(＋
)型

に
取

り
付

け
る

こ
と

、
こ

の
場

合
、
十
字

の
大

き
さ

は
直
径

の
1
/
2
と

す
る

。
 

(2
)幅

5
㎝

以
上

、
面

積
1
5
0
㎠

以
上

の
再

帰
反

射
材

を
気

室
と
天

幕
正

部
と

の
中

間
に

8
0
㎝

間
隔

に
取

り
付

け
る

。
 

 

 2
. 
楕
円

型
の

救
命

い
か

だ
 

(1
)幅

5
㎝

以
上

の
再

帰
反

射
材

を
天

幕
正

部
及

び
床

の
裏

面
に

十
字

(＋
)型

に
取

り
付

け
る

こ
と

、
こ

の
場

合
、
十
字

の
大

き
さ

は
楕
円

型
の

長
い

直
径

及
び
短

い
直
径

の
そ

れ
ぞ

れ
1
/
2
と

す
る

。
 

(2
)幅

5
㎝

以
上

、
面

積
1
5
0
㎠

以
上

の
再

帰
反

射
材

を
気

室
と
天

幕
正

部
と

の
中

間
に

8
0
㎝

間
隔

に
取

り
付

け
る

。
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5
3
 

3
. 
四

角
形

の
救

命
い

か
だ

 

(1
)幅

5
㎝

以
上

の
再

帰
反

射
材

を
天

幕
正

部
及

び
床

の
裏

面
に

十
字

(＋
)型

に
取

り
付

け
る

こ
と

、
こ

の
場

合
、
十
字

の
大

き
さ

は
長

い
辺

の
長

さ
の

1
/
2
と

す
る

。
 

(2
)幅

5
㎝

以
上

、
面

積
1
5
0
㎠

以
上

の
再

帰
反

射
材

を
気

室
と
天

幕
正

部
と

の
中

間
に

8
0
㎝

間
隔

に
取

り
付

け
る

。
 

 

 

 3
-
1
-
4
.不

燃
材

料
の

試
験

方
法

及
び

そ
の

判
断

基
準

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

不
燃

性
試

験
 

①
試

験
体

の
準

備
 

(ⅰ
)な

る
べ

く
試

験
体

の
特

性
を
代

表
す

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
大

き
さ

は
直
径

4
5
m

m
、

高
さ

5
0
±

3
m

m
と

す
る

。
 

(ⅱ
)試

験
体

の
数

は
5
つ

と
す

る
。

 

(ⅲ
)試

験
体

は
6
0
±

5
℃

を
維

持
す

る
と

と
も

に
通
風

さ
れ

た
炉

で
最

低
2
0
時

間
養
生

さ
せ

た
ま

ま
試

験

前
に
乾
燥
機

か
ら

取
り

出
し

、
常

温
に

な
る

ま
で

冷
却

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(ⅳ
)各

試
験

体
の

重
量

は
試

験
前

に
測

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
範

囲
を
カ
バ

ー
で

き
る
装

置

に
よ

り
記
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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5
4
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

 
②

試
験

装
置

 

(ⅰ
)炉

の
詳

細
に

つ
い

て
は

図
2
の

通
り

と
す

る
。

 

(ⅱ
)炉
壁

温
度

は
高

さ
中
央

か
ら

上
下

方
向

に
1
0
0
m

m
に

対
し

5
0
℃

以
上

の
変

化
が

な
く
、

そ
の

平
均

温
度

は
約

8
5
0
℃

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

③
温

度
測

定
 

温
度

は
直
径

約
0
.2

m
m

の
電

熱
線

を
持

つ
外
径

1
.5

m
m

の
防

熱
被
服

が
取

り
付

け
ら

れ
た

熱
電

体
で

測
定

し
、

試
験

中
の

温
度

変
化

に
対
応

す
る

温
度

 

④
熱

電
体

位
置

に
つ

い
て
次

の
3
つ

を
用

い
る

こ
と

と
す

る
。

 

(ⅰ
)炉

の
温

度
測

定
用

熱
電

体
 

炉
壁

の
垂

直
高

さ
の

中
央

か
ら
炉
壁

ま
で

1
0
m

m
離

れ
た

と
こ
ろ

に
熱

接
点

が
く
る

よ
う
配

置
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(ⅱ
)試

験
体

の
裏

面
温

度
測

定
用

熱
電

体
 

炉
の

温
度

測
定

用
熱

電
体

の
反

対
側

に
試

験
体

の
高

さ
中
央

か
ら

試
験

体
の

表
面

に
熱

接
点

が
く

る
よ

う
配

置
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(ⅲ
)試

験
体

の
中
央

に
約

2
m

m
の
穴

を
空

け
た

上
、
熱

接
点

が
く
る

よ
う
配

置
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

 
 

 
⑤
炉

の
調
整

 

炉
の

温
度

が
7
5
0
±

1
0
℃

に
な

る
よ

う
加

熱
し

、
試

験
体
挿

入
前

の
最

低
1
0
分

間
及

び
試

験
中

は
炉

の

入
力
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
調
整

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

⑥
試

験
体

の
挿

入
 

試
験

体
は

図
2
の

支
持

台
の

中
央

に
置

い
た

ま
ま

5
秒

以
内

に
挿

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

⑦
加

熱
時

間
 

 
 

－ 51 －



5
5
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

試
験

体
を
炉

に
挿

入
し

た
と

き
か

ら
開
始

し
、

2
0
分

間
又

は
温

度
が

最
高
値

に
達

し
て

か
ら

終
了

す
る

ま
で

を
計

測
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

⑧
試

験
の

観
測

 

次
の

事
項

に
つ

い
て

記
録

す
る

。
 

(ⅰ
)加

熱
中

に
④

に
前
述

し
た

3
つ

の
熱

電
体

が
表

示
す

る
温

度
 

(ⅱ
)炉

內
部

に
連

続
し

て
発
生

す
る
炎

の
持

続
時

間
 

(ⅲ
)試

験
後

の
各

試
験

体
の

重
量

 

(ⅳ
)そ

の
他

試
験

中
の

試
験

体
に
現

れ
る
現
象
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5
6
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
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5
7
 

3
-
1
-
5
.航

海
用

レ
ー
ダ
ー
反

射
器

の
試

験
方

法
及

び
そ

の
判

断
基

準
 

イ
. 

製
品

検
査

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)外

観
検

査
 

構
造

や
材

料
に

つ
い

て
仕

様
書

や
図

面
と

対
照

し
な

が
ら

確
認

作
業

を
行

う
。

①
仕

様
書

や
図

面
通

り
に

な
っ

て
い

る
こ

と
 

②
救

命
艇

及
び

救
命

い
か

だ
な

ど
に

損
傷

を
与

え
な

い
構

造
で

あ
る

こ
と

 

③
突

出
部

及
び
隅

角
部

な
ど

は
取

扱
者

に
危

害
を
与

え
な

い
構

造
で

あ
る

こ
と

 

④
組

立
式

の
も

の
で

あ
る

場
合

は
各

部
品

の
変

形
を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
及

び

材
料

で
あ

る
こ

と
 

※
②

～
④

は
生
存
艇

用
レ

ー
ダ

ー
反

射
器

に
限

る
。

 

 

(2
)寸

法
及

び
質

量
計

測
 

寸
法

や
質

量
を

測
る

。
 

仕
様

書
や

図
面

通
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

 
 

(3
)表

示
検

査
 

反
射

器
及

び
そ

の
収

納
装

置
の

表
示

事
項

を
検

査
す

る
。

 
①

反
射

器
に

は
品

名
、

製
造

者
名

、
型

式
、

製
造

番
号

が
表

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

②
反

射
器

の
保
管
箱

な
ど

に
は

反
射

器
の

組
立

及
び

分
解

方
法

な
ど

そ
の
使

用
に
必

要

な
説

明
が

表
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
(生
存
艇

用
レ

ー
ダ

ー
反

射
器

に
限

る
) 
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5
8
 

ロ
. 

環
境

試
験

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)温

度
繰

り
返

し
試

験
 

試
験

体
を

-
3
0
℃

と
6
5
℃

で
そ

れ
ぞ

れ
1
0
回

・
8
時

間
ず

つ
放

置
す

る
。

そ
の
交
換
サ

イ
ク

ル
は

各
試

験
が

終
了

し
た

直
後

に
行

う
必

要
は

な
く
、
次

の
①

か
ら

②
ま

で
を

1
0
回

繰
り

返
す

方
法

に
よ

り
試

験
を

行
っ

て
も
良

い
も

の
と

す
る

。
 

①
第

1
日

目
 

試
験

体
を

6
5
℃

に
8
時

間
放

置
し

、
そ

の
後

高
温

場
所

か
ら

取
り

出
し

、
翌

日
ま

で
常

温

で
放

置
す

る
。

 

②
第

2
日

目
 

①
の

試
験

を
終

了
し

た
試

験
体

を
-
3
0
℃

に
8
時

間
放

置
し

、
そ

の
後

低
温

場
所

か
ら

取

り
出

し
、

翌
日

ま
で

常
温

で
放

置
す

る
。

 

破
損

、
変

形
、
錆

、
強

度
の

低
下

・
減
少

が
な

い
こ

と
 

組
立

式
の

も
の

は
組
み

立

て
た

状
態

と
組

立
前

の
保

管
状

態
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
試

験
を

行
う

。
 

(2
)高

温
多

湿
試

験
 

試
験

体
を

温
度

6
5
℃

、
相

対
湿

度
9
0
％

の
状

態
で

9
6
時

間
以

上
放

置
し

、
そ

の
後

温
度

2
0
℃

～
2
5
℃

、
相

対
湿

度
6
5
％

の
状

態
で

1
0
時

間
放

置
す

る
。

 

破
損

、
変

形
、
錆

、
強

度
の

低
下

が
な

い
こ

と
 

組
立

式
の

も
の

は
組
み

立

て
た

状
態

と
組

立
前

の
保

管
状

態
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
試

験
を

行
う

。
 

(3
)振

動
試

験
 

試
験

体
(組

立
式

の
も

の
は
使

用
さ

れ
る

状
態

で
組
み

立
て

る
)を

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
取

扱
方

法
ど

お
り

に
振

動
試

験
機

に
固

定
さ

せ
、
振

動
数

5
～

1
6
H
z(

全
振

幅
2
m

m
)及

び
振

動
数

1
6
～

6
0
H
z(
加
速

度
1
G

)の
振

動
を

上
下

、
左
右

及
び
前

後
方

向
に

そ
れ

ぞ
れ

3
0
分

間
(1

0
分

ご
と

に
低

い
周

波
数

か
ら

高
い

周
波

数
の
順

に
、

ま
た

高
い

周
波

数
か

ら

低
い

周
波

数
の
順

に
変

化
さ

せ
る

)行
う

。
 

破
損

、
変

形
な

ど
が

な
い

こ
と
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5
9
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(4
)塩

水
噴

霧
試

験
 

試
験

体
に

3
5
±

3
℃

、
2
0
％

の
塩

化
ナ

ト
リ
ウ

ム
溶

液
を

1
0
0
時

間
噴

霧
す

る
。

ま
た

、
高

い
周

波
数

か
ら

低
い

周
波

数
の
順

に
変

化
さ

せ
る

。
 

 
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
又

は
こ

れ
と

同
じ
耐

食
性

を
持

つ
材

料

で
構

成
さ

れ
た

場
合

、
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 ハ
. 

性
能

試
験

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)落

下
試

験
 

①
試

験
体

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

に
置

か
れ

た
厚

さ
3
0
m

m
の
硬

い
木

板
に

高
さ

1
.5

m
か

ら
3

回
自
由

落
下

さ
せ

る
。

 

②
試

験
体

に
重

さ
5
kg

の
重

量
物

を
取

り
付

け
、

高
さ

1
8
m

以
上

の
高

い
場

所
か

ら
水

面

上
に

自
由

落
下

さ
せ

る
。

(生
存
艇

用
レ

ー
ダ

ー
反

射
器

に
限

る
) 

※
組

立
式

の
も

の
は

組
み

立
て

た
状

態
と
組
み

立
て
前

の
保
管

状
態

に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

試
験

を
行

う
。
重

量
物

が
試

験
体

を
保
護

し
又

は
重

量
物

に
よ

る
破

損
が

な
い

よ

う
取

り
付

け
る

。
 

破
損

、
永
久
的

変
形

な
ど

が
な

い
こ

と
 

 

(2
)反

射
特

性
測

定
試

験
 

①
水

平
方

向
に

対
す

る
反

射
測

定
試

験
は

9
G
h
z台

の
レ

ー
ダ

ー
電

波
を

用
い

、
レ

ー
ダ

ー
反

射
断

面
積

を
測

る
。

 

(1
)舶

用
 

①
最

大
レ

ー
ダ

ー
反

射
断

面
積
[注

1
)]

が
1
0
㎡

以
上

で
あ

る
こ

と
 

②
レ

ー
ダ

ー
反

射
断

面
積

が
2
.5
㎡

以
上

と
な

る
角

の
合

計
が

水
平

方
向

3
6
0
度

の
う
ち

2
4
0
度

以
上

で
あ

る
こ

と
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6
0
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

 
②

垂
直

方
向

に
対

す
る
反

射
特

性
試

験
は

試
験

体
を

垂
直

方
向

か
ら

5
度

、
1
0
度

、
1
5

度
に
傾
斜

さ
せ

た
場

合
、

そ
れ

ぞ
れ

の
角

度
に

対
し

上
記

①
の

方
法

に
よ

り
レ

ー
ダ

ー

反
射
特

性
を

検
査

す
る

。
 

※
環

境
試

験
や

性
能

試
験

を
行

っ
た

試
験

体
(組

立
式

の
も

の
は

上
記

試
験

を
行

っ
た

使
用

状
態

又
は

保
管

状
態

の
も

の
)に

対
し

試
験

を
行

う
。

 

②
レ

ー
ダ

ー
反

射
断

面
積

が
1
.5
㎡
未

満
と

な
る

部
分

の
角

が
水

平
方

向
の

い

ず
れ

か
の

方
向

に
対

し
て

も
連

続
し

て
3
0
度

以
上

に
な

ら
な

い
こ

と
 

(1
)舶

用
 

試
験

体
を

垂
直

方
向

か
ら

±
1
5
度

ま
で
傾
斜

さ
せ

0
.6

2
5
㎡

以
上

に
な

る
レ

ー
ダ

ー
反

射
断

面
積

の
角

の
合

計
が

水
平

方
向

3
6
0
度

の
う
ち

2
4
0
度

以
上

で
あ

る
こ

と
 

(2
)生
存
艇

用
 

レ
ー

ダ
ー

反
射

断
面

積
が

0
.7

5
㎡

以
上

に
な

る
角

の
合

計
が

い
ず

れ
か

の
角

度

で
も

水
平

方
向

3
6
0
度

の
う
ち

1
2
0
度

以
上

で
あ

る
こ

と
 

 

注
１

)レ
ー

ダ
ー

反
射

断
面

積
と

は
物

体
に

レ
ー

ダ
ー

電
波

が
入

射
さ

れ
た

場
合

、
当

該
物

体
の

レ
ー

ダ
ー

電
波

の
反

射
能

力
を

表
示

す
る

も
の

と
し

て
、

レ
ー

ダ
ー

電
波

が
入

射
さ

れ

た
方

向
に

そ
の

物
体

と
同

じ
強

度
の

電
波

を
反

射
す

る
無

志
向

性
の

電
波

反
射

物
体

(完
全

導
体

の
球

)を
仮

定
す

る
こ

と
に

よ
り

そ
の

断
面

積
の

値
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

注
２

)性
能

試
験

の
反

射
特

性
測

定
試

験
は

電
波

無
響

室
で

行
う

。
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6
1
 

3
-
1
-
6
.船

橋
航

海
当

直
警

報
装

置
(B
N
W
A
S
)の

試
験

方
法

及
び

そ
の

判
断

基
準

 

イ
. 

外
観

及
び

構
造

検
査

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)外

観
検

査
 

製
品

構
成

を
製

造
者

が
提

出
し

た
仕

様
書

や
図

面
と
比
較

す
る

。
 

製
品

の
構

成
品

が
仕

様
書

や
図

面
と

一
致

す
る

こ
と

 
 

(2
)構

造
検

査
 

仕
様

書
や

図
面

か
ら
次

の
事

項
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

 

①
製

品
の

構
成

品
は

船
員

が
シ

ス
テ
ム

動
作

を
妨

害
し

な
い

よ
う
任

意
に

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
構

造
で

あ
る

か
確

認
す

る
。

②
リ
セ

ッ
ト
装

置
は
当

直
士
官

に
よ

る
動

作
以

外
は

い
か

な
る

方
法

に
よ

っ
て

も
動

作
し

な
い

よ
う
設

計
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
。

ま
た

、
リ
セ

ッ
ト
装

置
は

同
じ

構
造

で
設

計
さ

れ
て

い
る

か
、

夜
間

識
別

の
た

め
の

発
光
機
能

を
備

え
て

い
る

か
を

確
認

す
る

。
 

③
船
橋

内
の

適
切

な
観
視

位
置

で
使

用
者

の
行

動
登
録

が
で

き
る

よ
う
追

加
の

リ
セ

ッ
ト
装

置
が
複

数
組
み

合
わ

さ
る

こ
と

も
あ

る
。

④
船

舶
の

主
電
源

か
ら
電
源

が
供

給
さ

れ
る

よ
う
設

計
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
と

と
も

に
、
故
障

表
示

と
非

常
呼

び
出

し
装

置
に

係
る

全
て

の
装

置
は

バ
ッ

テ
リ

ー
か

ら
電
源

が
供

給
さ

れ
る

よ
う
設

計
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
。

 

当
該

構
造

要
件

に
適

合
す

る
こ

と
 

 

(3
)

互
換

性

(i
n
te
rf

ac
in
g)

検
査

 

①
入

力
は
追

加
の

リ
セ

ッ
ト
装

置
用

に
可
能

で
あ

り
、

接
触

器
や

同
じ

回
路

又
は
シ

リ
ア
ル
デ

ー
タ

に
よ

り
、

リ
セ

ッ
ト
信

号
を

発
生

さ

せ
る
船
橋

設
備

へ
の
連
結

が
可
能

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
 

②
出

力
は
追

加
の

船
橋
指

示
器

と
可
聴
警
報

、
遠
隔
可
聴
警
報

の
連
結

を
通

じ
て
可
能

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
 

当
該

イ
ン
タ

ー
フ
ェ

ー
ス

要
件

に
適

合
す

る
こ

と
 

 

 ロ
. 

性
能

試
験

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)運
転
モ

ー
ド

 
自

動
モ

ー
ド

(A
u
to

m
at
ic

)、
手

動
オ

ン
モ

ー
ド

(M
an
u
al

 
O
n
)、

手
動
オ
フ
モ

ー
ド

(M
an
u
al

 
O
ff

)な
ど

3
つ

の
モ

ー
ド

の
動

作
状

態
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

 

ⓛ
自

動
モ

ー
ド
：
船

舶
の

自
動
針
路

保
持

装
置

(h
e
a
d
in
g 

c
o
n
tr
o
l 

sy
st

e
m

) 

又
は
航
路
制
御
シ

ス
テ
ム

(t
ra

c
k 

c
o
n
tr
o
l 

sy
st

e
m

)が
動

き
出

す
と

(信
号

が

入
力

さ
れ

る
と

)自
動
的

に
付

き
、

動
か

な
い

と
消

え
る

こ
と

 

②
手

動
オ

ン
モ

ー
ド
：
常

に
動

作
す

る
こ

と
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6
2
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

③
手

動
オ
フ
モ

ー
ド
：
い

か
な

る
環

境
の

下
で

も
動

作
し

な
い

こ
と

 

(2
)警
報

表
示

と
動

作

順
序

 

①
製

品
を

手
動
オ

ン
モ

ー
ド

に
、
休

止
期

間
(D

o
rm

an
t 
p
e
ri
o
d
,(
T
d
))

を
3
分

に
設

定
し

た
上

、
休

止
期

間

の
終

了
時

に
可
聴
警
報

が
鳴

る
か

確
認

す
る

。
 

②
休

止
期

間
は

3
分

以
下

又
は

1
2
分

以
上

に
設

定
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

③
リ
セ

ッ
ト
入

力
無

し
に
視
覚
的

な
指

示
を

行
っ

た
1
5
秒

が
経

っ
た

後
に

船
橋

に
1
段

階
可
聴
警
報

が
鳴

る
か

確
認

す
る

。
 

④
リ
セ

ッ
ト
入

力
無

し
に

1
5
秒

経
っ

た
後

に
2
段

階
遠
隔
可
聴
警
報

が
鳴

る
か

を
確

認
す

る
。

 

⑤
2
段

階
後

に
リ
セ

ッ
ト
入

力
無

し
に

9
0
秒

経
っ

た
後

に
3
段

階
遠
隔
可
聴
警
報

が
鳴

る
か

を
確

認
す

る
。

⑥
2
段

階
又

は
3
段

階
遠
隔
可
聴
警
報

は
全
エ

リ
ア

で
同

時
に

動
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
仕

様
書

又

は
図

面
に

よ
り

確
認

す
る

。
こ

の
と

き
に

2
段

階
の
可
聴
警
報

が
こ

う
し

た
方

法
に

よ
り

動
作

す
る

な
ら

ば
、

3
段

階
の
可
聴
警
報

は
省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

⑦
2
段

階
警
報

と
3
段

階
警
報

の
間

の
遅
延

時
間

を
最

大
3
分

ま
で
調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
仕

様

書
又

は
図

面
に

よ
り

確
認

す
る

。
 

①
動

作
す

る
と

、
警
報
シ

ス
テ

ム
は

3
分

か
ら

1
2
分

ま
で

の
間

の
休

止
期

間
を

持
つ

こ
と

 

②
休

止
期

間
が

終
了

す
る

と
、
警
報

装
置

は
船
橋

に
肉
眼

で
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
表

示
を

発
生

さ
せ

る
こ

と
 

③
1
5
秒

間
リ
セ

ッ
ト
入

力
が

な
い

と
、
船
橋

に
1
段

階
可
聴
警
報

が
動

作
す

る

機
能

を
持

つ
こ

と
 

④
そ

の
後

リ
セ

ッ
ト
入

力
が

な
い

と
、
可
聴
警
報

か
ら

1
5
秒

後
に

支
援
航

海
士

又
は

船
長

船
室

に
2
段

階
遠
隔
可
聴
警
報

が
動

作
す

る
機
能

を
持

つ
こ

と
 

⑤
そ

の
後

リ
セ

ッ
ト
入

力
が

な
い

と
、

2
段

階
遠
隔
可
聴
警
報

か
ら

9
0
秒

後
に
措

置
を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
る
乗
務

員
船

室
に

3
段

階
遠
隔
可
聴
警
報

が
動

作
す

る
機
能

を
持

つ
こ

と
 

⑥
2
段

階
又

は
3
段

階
遠
隔
可
聴
警
報

は
全
エ

リ
ア

で
同

時
に

動
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

、
2
段

階
の
可
聴
警
報

が
こ

う
し

た
方

法
に

よ
り

動
作

す
る

な
ら
ば

、
3
段

階
の
可
聴
警
報

は
省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る
機
能

を
持

つ
こ

と
 

⑦
2
段

階
警
報

と
3
段

階
警
報

の
間

の
遅
延

時
間

を
最

大
3
分

ま
で
調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る
機
能

を
持

つ
こ

と
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6
3
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(3
)リ
セ

ッ
ト

動
作

 
①

設
備

を
手

動
オ

ン
モ

ー
ド

に
設

定
す

る
。

 

②
休

止
期

間
を

3
分

に
設

定
し

た
上

、
3
段

階
ア

ラ
ー

ム
が

発
生

す
る

よ
う
設

備
を

操
作

す
る

。
 

③
利

用
者

の
単

独
操

作
に

よ
り
ア

ラ
ー

ム
の
視
覚
的

な
指

示
と

全
て

の
可
聴
警
報

を
取

り
消

す
こ

と
が

で

き
る

か
確

認
す

る
。

 

④
設

備
が

3
分

後
に
視
覚
的

な
指

示
を

発
生

さ
せ

、
そ

の
後

リ
セ

ッ
ト

さ
れ

る
か

確
認

す
る

。
 

⑤
こ

れ
ら

の
指

示
を

取
り
消

す
た

め
に

設
備

を
リ
セ

ッ
ト

す
る

。
 

⑥
2
分

後
に

設
備

を
リ
セ

ッ
ト

し
、

そ
の

後
3
分

後
に
視
覚
的

な
指

示
を

発
生

さ
せ

る
か

確
認

す
る

。
 

①
船
橋

に
設

置
さ

れ
る
設

備
又

は
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
の
み

リ
セ

ッ
ト
機
能

が

可
能

で
あ

る
こ

と
 

②
リ
セ

ッ
ト
機
能

は
利

用
者

の
単

独
操

作
に

よ
っ

て
の
み
可
能

で
あ

り
、
警
報

が
取

り
消

さ
れ

た
後

に
新

た
な
休

止
期

間
を

持
つ

こ
と

、
休

止
期

間
が

終
了

す

る
前

に
リ
セ

ッ
ト
機
能

が
動

作
す

る
と

リ
セ

ッ
ト

時
点

で
休

止
期

間
が
新

た
に

開

始
さ

れ
る

こ
と

 

③
リ
セ

ッ
ト
装

置
の
連

続
し

た
動

作
が
休

止
期

間
を
延

長
し

、
又

は
表

示
・
警
報

順
序

を
妨

害
し

な
い

こ
と

 

 

(4
)非

常
呼

び
出

し
装

置
 

仕
様

書
や

図
面

か
ら

確
認

す
る

。
 

「
非

常
呼

び
出

し
」
ボ

タ
ン

又
は

同
じ

方
法

に
よ

り
す

ぐ
に

2
段

階
、
連

続
し

て
3

段
階

の
遠
隔
可
聴
警
報

を
発
生

さ
せ

る
手

段
が

船
橋

に
設

置
さ

れ
る

こ
と

 
 

(5
)正

確
度

 
警
報
シ

ス
テ
ム

に
つ

い
て

(2
)号

に
前
述

し
た

表
示

と
動

作
の

発
生

時
期

は
全

て
の

環
境
条
件

で
基

準
時

間
の

5
％

又
は

5
秒

(そ
の

う
ち
小

さ
い

も
の

)以
内

の
正

確
性

を
維

持
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

当
該

正
確

度
を
満

た
す

こ
と

 
 

(6
)セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

性
 
運
営
モ

ー
ド

や
休

止
期

間
の
選
択

は
キ

ー
ロ

ッ
ク

や
暗

証
番

号
(p

a
ss

w
o
rd

)な
ど

に
よ

り
許
可

さ
れ

な
い

者
の

ア
ク
セ

ス
か

ら
保
護

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

運
転
モ

ー
ド

と
休

止
期

間
は
許
可

さ
れ

た
者

(船
長

)に
よ

っ
て

の
み

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
る
機
能

を
持

つ
こ

と
 

 

(7
)誤

作
動

時
の

表

示
・
警
報

 

①
設

備
の

電
源

供
給

を
切

り
、
設

備
が

動
作

し
な

い
と

き
の
指

示
を

確
認

す
る

。
 

②
IE

C
 
6
1
1
6
2
イ

ン
タ

ー
フ
ェ

ー
ス

又
は

リ
レ

ー
コ

ン
タ

ク
ト

を
通

じ
て
誤

作
動
情
報

が
繰

り
返

し
提

供
さ

れ

る
こ

と
を

仕
様

書
か

ら
確

認
す

る
。

 

③
設

備
の
故
障
情
報

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

仕
様

書
か

ら
確

認
す

る
。

時
間
誤
差

、
シ

リ
ア

ル
イ

ン
タ

ー
フ
ェ

ー
ス
誤
差

、
遠
隔

ア
ラ

ー
ム

の
連

続
性

、
リ
セ

ッ
ト
設

備
、
バ

ッ
テ

リ
ー
故
障

な
ど

の
故
障
情
報

を
設

備
操

作
に

よ
り

確
認

す
る

。
 

①
設

備
の
誤

作
動

又
は

電
源

供
給
故
障

が
検
知

さ
れ

る
と

表
示

さ
れ

る
こ

と

②
誤

作
動
情
報

の
表

示
は

中
央
警
報
パ
ネ

ル
に

繰
り

返
し

表
示

さ
れ

る
こ

と
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6
4
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(8
)人

間
工
学

基
準
–

運
転
制
御

 

仕
様

書
や

観
測

を
通

じ
て
次

の
手

段
が

設
け

ら
れ

た
か

確
認

す
る

。
 

①
運
転
モ

ー
ド

の
選
択

の
た

め
に

保
護

さ
れ

た
手

段
 

②
休

止
期

間
の

時
間

設
定

の
た

め
に

保
護

さ
れ

た
手

段
 

③
「
非

常
呼

び
出

し
」
装

置
が

設
備
機
能

の
一

部
に

含
ま

れ
て

い
れ

ば
、
「
非

常
呼

び
出

し
」
機
能

を
発
生

さ
せ

る
手

段
 

④
船
橋

の
適

切
な

観
視

場
所

と
肉
眼

表
示

装
置

の
周
辺

で
の
み

リ
セ

ッ
ト
機
能

が
動

作
す

る
よ

う
に

す
る

手
段

 

当
該

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
 

 

(9
)人

間
工
学

基
準
–

情
報

表
示

 

仕
様

書
や

図
面

を
通

じ
て
次

の
情
報

が
表

示
さ

れ
る

か
確

認
す

る
。

 

①
運
転
モ

ー
ド

は
利

用
者

(当
直

仕
官

)が
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
表

示
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

②
休

止
期

間
が

終
了

す
る

と
き

の
表

示
は

、
点
滅

す
る

形
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
点
滅

表
示

は
当

直

仕
官

の
適

切
な
位

置
を
含

む
船
橋

内
の

全
エ

リ
ア

で
観

測
で

き
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

③
表

示
色

は
夜

間
の
視
野

を
妨

害
し

な
い

よ
う

に
し

、
明

る
さ
調
節

が
で

き
、
消

え
な

い
よ

う
に

設
定

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

当
該

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
 

 

 *
航

海
当

直
警
報

装
置

(B
N
W
A

S
)の

型
式

承
認

試
験

は
上

記
要
件

以
外

に
も
次

の
関

係
基

準
を
満

た
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

(1
)K

S
 
C

 
IE

C
 
6
0
9
4
5
(最
新
版

)「
航

海
と
無

線
通
信
機

器
と
シ

ス
テ
ム

-
一
般

要
求

事
項

-
試

験
方

法
と

要
求

さ
れ

る
試

験
結
果

」
 

(2
)I
M
O

 
M

S
C
/
C
ir
c
.9

8
2
「
ア

ラ
ー

ム
及

び
指

示
に

対
す

る
コ

ー
ド
」
 

(3
)I
M
O

 
R

e
s.

 
A

.6
9
4
(1

7
)「
G

M
D

S
S
と
航

海
設

備
の

一
般

要
件

」
 

(4
)I
E
C

 
6
2
6
1
6
(最
新
版

)「
航

海
無

線
通
信
機

器
と
シ

ス
テ
ム

-
船
橋
航

海
当

直
警
報

装
置

(B
N
W
A

S
)」
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6
5
 

3
-
1
-
7
.油

排
出

監
視

制
御

装
置

の
試

験
方

法
及

び
そ

の
判

断
基

準
 

イ
. 

性
能

試
験

に
お

け
る

一
般

条
件

 

-
環

境
条

件
に

特
記

事
項

の
な

い
試

験
は

常
温

・
常

湿
の

状
態

に
お

い
て

行
わ

れ
る

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
-
電

源
電

圧
や

電
源

周
波

数
に

特
記

事
項

が
な

い
試

験
は

定
格

電
圧

及
び

定
格

周
波

数
で

行
わ

れ
る

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
-
試

験
は

「
ロ

」
の

試
験

方
法

の
う

ち
外

観
検

査
を

行
っ

た
後

に
環

境
試

験
を

行
い

、
そ

の
後

残
り

の
試

験
を

行
う

も
の

と
す

る
。
 

 

ロ
. 

性
能

試
験

方
法

及
び

判
断

基
準

 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(1
)外

観
検

査
 

材
料

、
構

成
、

寸
法

、
重

量
な

ど
に

つ
い

て
仕

様
書

及
び

図
面

と
対

照
し

な
が

ら
確

認
す

る
。

 
仕

様
書

及
び

図
面

通
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

 
 

(2
)作

動
試

験
 

(イ
)自

動
入

力
に

よ
る

作
動

試
験

 

装
置

を
作

動
す

る
状

態
に

し
、
油

の
瞬

間
排

出
率

が
3
0
ℓ/

海
里

(以
下

、
「
規
制
値

」
と

い
う

)を
、
油

の
総
排

出
量

が
1
0
0
ℓ(

試
験

に
先

立
ち

、
油

の
総
排

出
量

の
上

限
を

1
0
0
ℓに

設
定

す
る

。
以

下
、
「
設

定
値

」
と

い
う

)を
越

え
な

い
よ

う
に

し
、

ま
た

そ
の
他
警
報

を
起

こ
す

状
態

に
な

ら
な

い
よ

う
に

(以
上

の

状
態

を
以

下
「
初

期
正

常
作

動
状

態
」
と

い
う

)擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
排

出
液

の
流

量
(以

下
、

「
流

量
」
と

い
う

)、
排

出
液

中
の

油
分
濃

度
(以

下
、
「
濃

度
」
と

い
う

)、
船
速

、
日

時
、
排

出
弁

開
閉

な
ど

の
情
報

を
入

力
し

た
上

、
次

の
条
件

を
設

定
し

た
と

き
に

装
置

が
作

動
す

る
か

を
確

認
す

る
。

 

⒜
排

出
開
始

 

⒝
排

出
停

止
 

⒞
各
情
報

に
つ

き
1
0
分

以
上

の
自

動
入

力
 

⒟
油

の
瞬

間
排

出
率

の
1
0
ℓ/

海
里

以
上

に
な

る
状

態
 

⒠
バ

ル
ブ

の
開

閉
指
令

 

⒡
任

意
記
録

の
指
令

 

設
定
条
件

が
確

立
し

た
と

き
に

装
置

が
正

常
に

作
動

し
、

記
録

が

正
常

で
あ

る
こ

と
 

た
だ

し
、
油

の
瞬

間
排

出
率

の
変

化
傾

向
を

表
示

す
る
装

置
が

備

え
ら

れ
た

場
合

は
⒟

の
設

定
条
件

の
確

立
時

に
記
録

す
る
必

要

は
な

い
 

ま
た

、
油

の
瞬

間
排

出
率

の
変

化
傾

向
を

表
示

す
る
装

置
が
本

装

置
に

備
え

ら
れ

る
場

合
は
本

装
置

が
正

常
に

作
動

し
、

変
化
傾

向

が
確

認
さ

れ
る

こ
と

 

流
量

や
船
速

、
排

出
弁

開
閉

な
ど

の
情
報

を
手

動
の
み

で
入

力
す

る

装
置

は
こ

れ
ら

の
情
報

を
手

動
入

力
す

る
こ

と
、
自

動
入

力
に

お
い

て

は
各
情
報

の
入

力
を

5
秒

を
超

え
な

い
間
隔

で
入

力
す

る
こ

と
、

日
時

の

情
報

は
自

動
入

力
す

る
こ

と
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6
6
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(2
)作

動
試

験
 

(ロ
)手

動
入

力
に

よ
る

作
動

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う

手
動

に
よ

り
流

量
や
濃

度
、
船
速

な
ど

の
情
報

を
入

力

し
、
装

置
が

作
動

す
る

か
を

確
認

す
る

。
 

装
置

が
正

常
に

作
動

す
る

こ
と

、
記
録

が
正

常
で

あ
る

こ
と

 
濃

度
の
情
報

を
手

動
入

力
で

き
な

い
装

置
は
濃

度
試

験
を

行
わ

な
い

こ
と

が
で

き
る

。
 

(3
)警
報

試
験

 
(イ

)規
制
値

超
過
警
報

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う
流

量
や
濃

度
、
船
速

、
日

時
な

ど
の
情
報

を
入

力
す

る
。

続
い

て
こ

れ
ら

の
情
報

に
そ

れ
ぞ

れ
変

化
を
与

え
、
油

の
瞬

間
排

出
率

が
規
制
値

を
超

過
す

る
よ

う
入

力
す

る
。
排

出
弁

開
閉

の
応
答
信

号
を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て

応
答
信

号
を
入

力
す

る
。

 

警
報

発
生

後
に
当
初

入
力

し
た

各
種
情
報

を
も

う
一

度
入

力
す

る
。

 

規
制
値

を
超

過
し

た
と

き
に

す
ぐ

に
可
視
可
聴

の
警
報

を
発

し
、

記

録
す

る
こ

と
、

そ
の

記
録

が
正

常
で

あ
る

こ
と

 

排
出
弁

の
閉

止
令
信

号
を

発
す

る
べ

き
装

置
に

お
い

て
は

そ
の
信

号
が

発
せ

ら
れ

る
こ

と
 

ス
タ

ー
ア

ー
ト
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
規

制
値

を
超

過
し

た
と

き
に

イ
ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
か

か
り

、
規
制
値

を
下

回
ら

な
い

限
り
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
解

除
さ

れ
な

い
こ

と
 

 

(3
)警
報

試
験

 
(ロ

)設
定
値

超
過
警
報

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う
流

量
や
濃

度
、
船
速

、
日

時
な

ど
の
情
報

を
入

力
し

、
こ

の
状

態
が

油
の

総
排

出
量

が
設

定
値

を
超

過
す

る
ま

で
継

続
し

て
行

う
。
排

出
弁

開
閉

の
応
答
信

号

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
応
答
信

号
を
入

力
す

る
。
警
報

発
生

後
に

油
の

総
排

出
量

を
0
に
戻

し
、

そ
の

後
当
初

入
力

し
た

各
種
情
報

を
も

う
一

度
入

力
す

る
。

 

設
定
値

を
超

過
し

た
と

き
に

す
ぐ

に
可
視
可
聴

の
警
報

を
発

し
、

記

録
す

る
こ

と
、

そ
の

記
録

が
正

常
で

あ
る

こ
と

 

排
出
弁

の
閉

止
令
信

号
を

発
す

る
べ

き
装

置
に

お
い

て
は

そ
の
信

号
が

発
せ

ら
れ

る
こ

と
 

ス
タ

ー
ア

ー
ト
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は

設

定
値

に
達

し
た

と
き

に
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

こ
と

、
油

の
総
排

出
量

が
0
に
戻

っ
た

こ
と

が
0
に
戻

っ
た

後
の

記
録

に
よ

り
確

認
さ

れ

る
こ

と
 

 

(3
)警
報

試
験

 
(ハ

)有
効

測
定
範

囲
超

過
警
報

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う
流

量
や
濃

度
、
船
速

、
日

時
な

ど
の
情
報

を
擬
似
信

号

発
生

器
を

用
い

て
自

動
入

力
す

る
。

続
い

て
各

測
定

装
置

の
有

効
測

定
範

囲
に
達

す
る

よ
う

こ
れ

ら

の
情
報

に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

変
化

を
与

え
る

。
排

出
弁

開
閉

の
応
答
信

号
を
必

要
と

す
る
装

置
に

お

流
量

や
濃

度
、
船
速

な
ど

の
各

入
力
信

号
が

そ
の

測
定

装
置

の

有
効
範

囲
を
超

え
る

も
の

に
な

っ
た

と
き

に
す

ぐ
に
可
視
可
聴

の

警
報

を
発

し
、

記
録

す
る

こ
と

、
そ

の
記
録

が
正

常
で

あ
る

こ
と

 

排
出
弁

の
閉

止
令
信

号
を

発
す

る
べ

き
装

置
に

お
い

て
は

そ
の
信

流
量

や
船
速

、
排

出
弁

開
閉

な
ど

の
情
報

を
手

動
の
み

で
入

力
す

る

装
置

は
こ

れ
ら

の
情
報

を
手

動
入

力
す

る
こ

と
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7
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

い
て

は
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
応
答
信

号
を
入

力
す

る
。

 

警
報

発
生

後
に
当
初

入
力

し
た

各
種
情
報

を
も

う
一

度
入

力
す

る
。
一

つ
の
流

量
情
報

を
獲
得

す

る
た

め
に

有
効

測
定
範

囲
が

異
な

る
2
つ

以
上

の
流

量
計

を
用

い
て
流

量
測

定
を

行
う

場
合

は
、
流

量

情
報

の
選
択

が
正

確
に

行
わ

れ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

号
が

発
せ

ら
れ

る
こ

と
 

ス
タ

ー
ア

ー
ト
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は

入

力
信

号
が

そ
の

測
定

装
置

の
有

効
測

定
範

囲
を
超

え
る

も
の

に
な

っ
た

と
き

に
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
か

か
り

、
有

効
測

定
範

囲
内

に
納

ま
る
信

号
に

な
ら

な
い

限
り
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
解

除
さ

れ
な

い
こ

と

一
つ

の
流

量
情
報

を
獲
得

す
る

た
め

に
有

効
測

定
範

囲
が

異
な

る

2
つ

以
上

の
流

量
計

を
用

い
て
流

量
測

定
を

行
う

場
合

は
、

上
記

の
情
報

以
外

に
流

量
情
報

の
選
択

も
正

確
に

行
わ

れ
る

こ
と

 

(3
)警
報

試
験

 
(ニ

)故
障
警
報

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う
流

量
や
濃

度
、
船
速

、
日

時
な

ど
の
情
報

を
擬
似
信

号

発
生

器
を

用
い

て
自

動
入

力
す

る
。

続
い

て
こ

れ
ら

の
情
報

を
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
自

動
入

力
し

、
こ

れ
ら

の
情
報

の
各

測
定

装
置

又
は
本

装
置

の
記
録
機

器
が
故
障

し
た

と
き

に
発

す
る
信

号

(以
下

、
「
故
障
信

号
」
と

い
う

)を
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
入

力
す

る
。

 

排
出
弁

開
閉

の
応
答
信

号
を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
応
答
信

号
を
入

力
す

る
。

 

警
報

発
生

後
に
故
障
信

号
を

除
去

し
、
当
初

入
力

し
た

各
種
情
報

を
も

う
一

度
入

力
す

る
。

 

故
障
信

号
が

入
力

さ
れ

た
と

き
に

す
ぐ

に
可
視
可
聴

の
警
報

を
発

し
、

記
録

す
る

こ
と

(記
録
機

器
が
故
障

し
た

場
合

は
記
録

し
な

く
て

も
良

い
)、

そ
の

記
録

が
正

常
で

あ
る

こ
と

 

排
出
弁

の
閉

止
令
信

号
を

発
す

る
べ

き
装

置
に

お
い

て
は

そ
の
信

号
が

発
せ

ら
れ

る
こ

と
 

ス
タ

ー
ア

ー
ト
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
故

障
信

号
が

入
力

さ
れ

た
と

き
に

イ
ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
か

か
り

、
故
障

信
号

が
除
去

さ
れ

な
い

限
り
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
解

除
さ

れ
な

い
こ

と
 

流
量

や
船
速

、
排

出
弁

開
閉

な
ど

の
情
報

を
手

動
の
み

で
入

力
す

る

装
置

は
こ

れ
ら

の
情
報

を
手

動
入

力
す

る
こ

と
 

 

(3
)警
報

試
験

 
(ホ

)サ
ン

プ
ル
紛
失
警
報

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う
流

量
や
濃

度
、
船
速

、
日

時
な

ど
の
情
報

を
入

力
す

る
。

続
い

て
サ

ン
プ
ル
紛
失
信

号
を
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
入

力
す

る
。
排

出
弁

開
閉

の
応
答
信

号

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
応
答
信

号
を
入

力
す

る
。

 

警
報

発
生

後
に
サ

ン
プ
ル
紛
失
信

号
を

除
去

し
、
当
初

入
力

し
た

各
種
情
報

を
も

う
一

度
入

力
す

る
。

サ
ン

プ
ル
紛
失
信

号
が

入
力

さ
れ

た
と

き
に

す
ぐ

に
可
視
可
聴

の

警
報

を
発

し
、

記
録

す
る

こ
と

、
そ

の
記
録

が
正

常
で

あ
る

こ
と

 

排
出
弁

の
閉

止
令
信

号
を

発
す

る
べ

き
装

置
に

お
い

て
は

そ
の
信

号
が

発
せ

ら
れ

る
こ

と
 

ス
タ

ー
ア

ー
ト
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
サ

 

－ 64 －



6
8
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

ン
プ
ル
紛
失
信

号
が

入
力

さ
れ

た
と

き
に

イ
ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
か

か

り
、
サ

ン
プ

ル
紛
失
信

号
が

除
去

さ
れ

な
い

限
り
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
解

除
さ

れ
な

い
こ

と
 

(3
)警
報

試
験

 
(ト

)電
源
喪
失
警
報

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う
流

量
や
濃

度
、
船
速

、
日

時
な

ど
の
情
報

を
入

力
し

、
記

録
す

る
。

続
い

て
主

電
源

を
切

り
、
停

電
状

態
を

1
0
分

間
維

持
す

る
。

そ
の

後
主

電
源

を
入

れ
、
装

置

を
作

動
さ

せ
る

。
 

排
出
弁

開
閉

の
応
答
信

号
を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
応
答
信

号
を
入

力
す

る
。

 

主
電
源

を
切

っ
た

と
き

に
す

ぐ
に
可
視
可
聴

の
警
報

を
発

し
、

記
録

す
る

こ
と

、
そ

の
記
録

が
正

常
で

あ
る

こ
と

 

排
出
弁

の
閉

止
令
信

号
を

発
す

る
べ

き
装

置
に

お
い

て
は

そ
の
信

号
が

発
せ

ら
れ

る
こ

と
 

ス
タ

ー
ア

ー
ト
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

を
必

要
と

す
る
装

置
に

お
い

て
は

主

電
源

が
切

ら
れ

た
と

き
に

イ
ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
か

か
り

、
主

電
源

が

入
ら

な
い

限
り
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
解

除
さ

れ
な

い
こ

と
 

 

(4
)濃

度
尖
頭
値

試
験

 擬
似
信

号
発
生

器
に

用
い

て
次

の
図

の
よ

う
に
濃

度
を
入

力
し

、
ま

た
必

要
に
応

じ
て

一
定

の
流

量

や
船
速

な
ど

も
入

力
す

る
。

 

 

入
力

し
た
濃

度
を
A

か
ら
B

に
し

た
と

き
か

ら
演

算
に

用
い

ら
れ

る
濃

度
が

A
か

ら
B

に
な

る
ま

で
の

時
間

又
は

入
力

し
た
濃

度
を
A

か
ら
B

に
し

た
と

き
か

ら
入

力
さ

れ
た

各
情
報

に
よ

り
演

算
さ

れ
る
油

の
瞬

間

排
出

率
が
濃

度
と

し
て

A
を

用
い

て
演

算
し

た
も

の
か

ら
濃

度
と

し
て
B

を
用

い
て
演

算
し

た
も

の
に

な

る
ま

で
の

時
間

(「
抑
制

時
間

」
と

い
う

)を
測

る
。

 

濃
度
尖
頭
値

を
抑
制

す
る

方
法

と
し

て
遅
延

リ
レ

ー
が
採

用
さ

れ

て
い

る
装

置
に

お
い

て
は
抑
制

時
間

が
1
0
秒

以
内

で
あ

る
こ

と
、

移
動

平
均

方
式

が
採

用
さ

れ
て

い
る
装

置
に

お
い

て
は
抑
制

時
間

が
2
0
秒

以
内

で
あ

る
こ

と
 

そ
の
他

方
式

が
採

用
さ

れ
て

い
る
装

置
に

お
い

て
は

上
記

の
2
つ

の
方

式
と
ほ
ぼ

同
じ
抑
制

時
間

が
守

ら
れ

る
こ

と
 

濃
度
尖
頭
値

を
抑
制

す
る
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

な
い

装
置

に
対

し
て

は
同

試
験

を
行

う
必

要
が

な
い

。
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6
9
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

(5
)オ

ー
バ

ー
ラ

イ
ド

試
験

 

装
置

が
初

期
正

常
作

動
状

態
に

な
る

よ
う
流

量
や
濃

度
、
船
速

、
日

時
な

ど
の
情
報

を
入

力
す

る
。

続

い
て

手
動

に
よ

る
非

常
操

作
、
フ

ラ
ッ
シ

ン
グ

、
校

正
な

ど
通

常
計

測
運
転

以
外

の
操

作
を

行
っ

た
と

き

に
発
生

す
る
信

号
を
擬
似
信

号
発
生

器
を

用
い

て
入

力
す

る
。

 

通
常

計
測
運
転

以
外

の
操

作
が

行
わ

れ
た

と
き

に
正

確
に

記
録

さ

れ
る

こ
と

 

排
出

中
に

通
常

計
測
運
転

以
外

の

操
作

を
行

う
こ

と
が

で
き

な
く
な

っ
て

い
る
装

置
に

対
し

て
は

同
試

験
を

行

う
必

要
が

な
い

。
 

(6
)振

動
試

験
 

(イ
)振

動
試

験
(空
振

) 

振
幅

及
び

 

加
速

度
 

振
動

数
 

所
要

時
間

振
動

方
向

 
試

験
回

数
合

計
試

験

時
間

 

 

±
1㎜

 

2-
13

.2
㎐

ま
で

 

連
続

し
て

 

変
化

を
与

え
る

10
分

以
上

通
常

の
取

り
付

け
状

態
に

対
し

直
角

と
な

る
3方

向
 

そ
れ

ぞ
れ

の

方
向

に
対

し
3

回
ず

つ
 

2時
間

 

±
0.

7Ｇ
 

13
.2

-8
0㎐

ま
で

連
続

し
て

変
化

を

与
え

る
 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
同

上
 

 (ロ
)振

動
試

験
(耐
震

) 

 
全

振
幅

及
び

加
速

度
振

動
数

振
動

方
向

 
試

験
回

数
合

計
試

験

時
間

 

「(
イ

)の
試

験
に

お

い
て

空
振

が
見

ら

れ
た

場
合

 

空
振

振
動

試
験

に
お

け
る

振
幅

又
は

加
速

度
 

空
振

振
動

数
通

常
の

取
り

付
け

状

態
に

対
し

直
角

と
な

る
3方

向
 

そ
れ

ぞ
れ

の

方
向

に
対

し
1

回
ず

つ

6時
間

 

異
常

が
な

い
こ

と
 

支
障

な
く
作

動
す

る
こ

と
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0
 

試
験

項
目

 
試

験
方

法
 

判
断

基
準

 
備

考
 

「(
イ

)の
試

験
に

お

い
て

空
振

が
見

ら

れ
な

か
っ

た
場

合
 

±
 0

.7
Ｇ

 
30

㎐
 

同
上

 
同

上
 

同
上

 

 

   

(7
)温

度
試

験
 

(イ
)低

温
試

験
 

装
置

を
-
2
5
℃

に
2
時

間
放

置
し

た
ま

ま
作

動
さ

せ
る

。
 

(ロ
)高

温
試

験
 

装
置

を
5
5
℃

に
2
時

間
放

置
し

た
ま

ま
作

動
さ

せ
る

。
 

異
常

が
な

い
こ

と
 

支
障

な
く
作

動
す

る
こ

と
 

  

 

(8
)湿

度
試

験
 

装
置

を
温

度
5
5
℃

、
相

対
湿

度
9
0
℃

の
試

験
槽

の
中

に
2
時

間
放

置
し

た
ま

ま
、

1
時

間
作

動
さ

せ
る

。
異

常
が

な
い

こ
と

 

支
障

な
く
作

動
す

る
こ

と
 

 

(9
)荒

天
影

響
試

験
 
暴
露
甲

板
上

の
ア

リ
ア

に
設

置
さ

れ
る
装

置
に

対
し

、
IE

C
刊

行
物

5
2
9
の

IP
5
6
又

は
同

じ
ル

ー
ル

に

従
い

試
験

を
行

う
。

 

同
上

 
 

(1
0
)動

力
源

変
動

試

験
 

装
置

を
次

の
条
件

下
で

作
動

さ
せ

る
。

 

(イ
)±

5
％

周
波

数
変

動
と

同
時

に
±

1
0
％

の
電

圧
変

動
を
与

え
る

。
 

(ロ
)±

1
0
％

の
瞬

間
周

波
数

と
同

時
に

±
2
0
％
瞬

間
電

圧
を
与

え
、
瞬

間
回
復

時
間

は
3
秒

に
す

る
。

同
上

 
 

(1
1
)傾
斜

試
験

 
装

置
を

通
常

の
作

動
面

か
ら

2
2
.5

℃
傾
斜

さ
せ

た
状

態
で

作
動

さ
せ

る
。

 
同

上
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7
1
 

3
-
1
-
8
.衛

星
非

常
用

位
置

指
示

無
線

標
識

(E
P
IR

P
)の

試
験

方
法

及
び

そ
の

判
断

基
準

 

衛
星

非
常

用
位

置
指

示
無

線
標

識
(E

P
IR

P
)は

、
電

波
法

に
基

づ
く
国

立
電

波
研

究
院

告
示

9
第

2
0
1
2
-
9
号

に
よ

り
、

4
つ

の
適

合
性

評
価

基
準

の
う

ち
電

磁
波

と
無

線
に

対
す

る
適

合

性
評

価
を

受
け

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

適
合

性
評
価

基
準

の
対
象

分
野

 
品

目
名

 
電
磁

波
 

無
線

 
有

線
 

S
A

R
 

3
9
. 
位

置
情
報
サ

ー
ビ

ス
用

無
線

設
備

の
機

器
 

○
 

○
 

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

9
放

送
通

信
資

機
材

等
の

適
合

性
評

価
に

関
す

る
告

示
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3-2.検定方式(プロトタイプとの同一性認定方法) 

プロトタイプの同一性認定方式は「舶用品の型式承認試験及び検定に関する基準」に基づきその判

断が行われる。品質管理が良好な製造者の場合は船舶安全法第20条に基づく「優秀事業所」として指

定され、独自の合格証明書を発行することが認められている。同一性認定試験の費用は非常に安く、

製造者に負担になる水準ではないと言われている。10 

 

図 4  韓 国 に お け る 舶 用 品 の 型 式 承 認 ・ 検 定 の 流 れ ( 図 1 ( p . 3 ) 、 図 3 ( p . 1 5 ) と ほ ぼ 同 様 )

 

(出所)韓国船級協会、｢韓国における舶用品の型式承認・検定の流れ｣をもとに作成 

                                                      

10検定機関の担当者に対するヒアリング調査の結果は以下の通り。「検定費用は主管省庁の告示に基

づき策定されるものであり、内部の機密事項ではないが、外部公開に関する指針がなく、公開すること

は難しい。ただし、品目、個数、人件費などから算出した金額を最低費用(約7万ウォン)と比較し、高い

ほうに決定されるほど高いものとは言えない。」 
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(出所)韓国船級協会 

 

表21 舶用品の検定基準 

品目名 検定項目 抜粋検査方法

外観、寸法、質量、表示、艤装品 K 

構造、自動点灯 A 

膨 張 式 救命いか

だ 

充気、水差し、圧力、膨張(常温)、復元性、残存気室浮

力、ペインター装置の強度。ただし、毎年12月1日～翌年

2月28日までは水差し、復元性、残存気室浮力に対し肉

眼検査に代えることができる。 

S 

外観、寸法、質量、表示、艤装品 K 

膨 張 式 救命

いかだ 

両面膨張式救命

いかだ 構造、自動点灯 A 

図5検定制度の流れ 
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品目名 検定項目 抜粋検査方法

充気、水差し、圧力、膨張(常温)、復元性、残存気室浮

力、ペインター装置の強度、自動配水。ただし、毎年12月

1日～翌年2月28日までは水差し、復元性、残存気室浮

力に対し肉眼検査に代えることができる。 

S 

外観、寸法、質量、表示、艤装品 K 

構造、自動点灯 A 

自動復元膨張式

救命いかだ 

充気、水差し、圧力、膨張(常温)、復元性、残存気室浮

力、ペインター装置の強度、自動配水。ただし、毎年12月

1日～翌年2月28日までは水差し、復元性、残存気室浮

力に対し肉眼検査に代えることができる。 

S 

外観、寸法、質量、表示、艤装品 K 

構造、自動点灯 A 

ダビット進水装置

用膨張式救命い

かだ 

充気、水差し、圧力、膨張(常温)、復元性、残存気室浮

力、ペインター装置の強度、吊り上げ用具の強度、落下。

ただし、毎年12月1日～翌年2月28日までは水差し、復元

性、残存気室浮力、落下に対し肉眼検査に代えることが

できる。 

S 

外観、寸法、質量、表示、艤装品 K 

構造、自動点灯 A 

ダビット進水装置

用両面膨張式救

命いかだ 

充気、水差し、圧力、膨張(常温)、復元性、残存気室浮

力、ペインター装置の強度、吊り上げ用具の強度、落下。

ただし、毎年12月1日～翌年2月28日までは水差し、復元

性、残存気室浮力、落下に対し肉眼検査に代えることが

できる。 

S 

外観、寸法、質量、表示、艤装品 K 

構造、自動点灯 A 
ダビット進水装置

用自動復元膨張

式救命いかだ 

充気、水差し、圧力、膨張(常温)、復元性、残存気室浮力、

ペインター装置の強度、吊り上げ用具の強度、落下。ただ

し、毎年12月1日～翌年2月28日までは水差し、復元性、残

存気室浮力、落下に対し肉眼検査に代えることができる。 

S 

外観、寸法、質量 B 
落下傘付き信号 

作動(温度繰り返し試験は不要)、沈積 S 

外観、寸法、質量 B 
信号紅炎 

作動(温度繰り返し試験は不要)、沈積 S 
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品目名 検定項目 抜粋検査方法

外 観 、 寸 法 、 質

量、表示 
B  航海用レーダ

ー反射器 
落下 S  

船橋航海当直警報装置 
外観検査、運転モード、警報の表示・動作順序、非常呼

び出し装置、誤作動時の表示警報 
K 

耐火性板材 

不燃性コーティン

グ コ ン パ ウ ン ド

(電線用) 

火災(独自の検査記録簿を参照) B 

隔壁材 

甲板材 

天井材 

結束バンド 

外観、構造、寸法 B 

甲板上張材 着火性 B 

電線の貫通材 構造及び寸法(仕様書と対照) B 

防 火 シ ャ ッ タ ー

(自動・手動) 
外観、構造、寸法、作動 B 

不燃性材料 寸法、質量(仕様書と対照) B 

上張材 

下張材 

防火塗料 

火炎伝播性 B 

隔壁又は甲板

に使われる防

火材料 

結束バンド 火炎接触及び低温曲げ(一般事項の検査は不要) B 

(出所)舶用品の承認試験及び検定基準 

 

表22バラスト用油排出監視制御装置の監視記録装置の検定基準 

検定項目 検定方法 判断基準 抜粋検査方法

⑴外観検査 材料、各部分の加工状態・取り付け状態が仕様書

又は図面通りになっているかを検査する。 

仕様書又は図面通りになってい

ること 

K 

⑵寸法 及 び

構造検査 

仕様書又は図面に記載された各部分の主な寸法

を測り、構造が図面通りになっているかを検査す

る。この場合、検査を容易に行うために必要な範

囲内で分解することができる。 

仕様書又は図面通りになってい

ること 

B 
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⑶作動試験 性能試験基準「ロ.⑵」に従い、監視記録装置を作

動させ、自動入力及び手動入力による作動試験を

行う。 

装置が正常に作動し、記録が正

常であること 

S 

⑷耐電圧試

験 

充電部と非充電部の間に商用周波数として正弦

波に近い次の電圧を1分間加える。この場合、トラ

ンジスタ、ダイオードなどの電子部品は装置から取

り外した上、試験を行ってもよい。 

定格電圧が60Ｖ以下のもの……… 500Ｖ 

定格電圧が60Ｖを超えるもの………… 1,000Ｖ+

定格電圧の2倍(ただし、最低1,500Ｖ) 

異常がないこと A 

⑸絶縁抵抗

試験 

直流500Ｖの絶縁抵抗計を用いて充電部と接地の

間の絶縁抵抗を測る。この場合、トランジスタ、ダ

イオードなどの電子部品は装置から取り外した

上、試験を行ってもよい。 

100㏁以上であること A 

(出所)海洋汚染防止設備の承認試験及び検定基準 

 

【検定抜粋表】 

抜粋検査 N K A B S 

1～20 まで 全数検査 全数検査 

n₁= 15 

C=0, 1 

n₂= 15 

n=2 C=0 

1～50 まで 全数検査 n=20 C=0 

n₁= 15 

C=0, 1 

n₂= 15 

n=2 C=0 

1～100 まで 全数検査 n=20 C=0 

n₁= 15 

C=0, 1 

n₂= 15 

n=3 C=0 

1～200 まで 全数検査 n=20 C=0 

n₁= 15 

C=0, 1 

n₂= 15 

n=5 C=0 

1～500 まで 全数検査 n=20 C=0 

n₁= 15 

C=0, 1 

n₂= 15 

n=7 C=0 

1～1,000 まで 全数検査 n=30 C=0 

n₁= 20 

C=0, 1 

n₂= 20 

n=10 C=0 

1～2,000 まで 全数検査 n=40 C=0 

n₁= 25 

C=0, 1 

n₂= 25 

n=15 C=0 

1～3,000 まで 全数検査 n=50 C=0 

n₁= 30 

C=0, 1 

n₂= 30 

n=15 C=0 

1～4,000 まで 全数検査 n=60 C=0 

n₁= 35 

C=0, 1 

n₂= 35 

n=15 C=0 
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1～5,000 まで 全数検査 n=70 C=0 

n₁= 40 

C=0, 2 

n₂= 40 

n=20 C=0 

5,001 個以上 全数検査 n=80 C=0 

n₁= 45 

C=0, 3 

n₂= 45 

n=25 C=0 

(出所)舶用品の承認試験及び検定基準 

(注1)抜粋検査方法欄中にKは全数検査、A、Sは1回抜粋検査、Bは2回抜粋検査を指す。 

N：ロットの大きさ、n：抜粋数(標本数)、C：不合格となった個数 

(注2)抜粋数がロッドの大きさを上回るときは全数検査を行う。 

 

*抜粋表の読み方について 

1. A及びSの1回検査として、第1標本においてC=0となると合格、C=1となると不合格となる。またBは2回検査として、例えばN=10

0のBは第1試料(n₁)15個を抜粋し、検査を行った結果、C=0となると合格、C=1となると新たに第2標本(n₂)15個を抜粋し検査を行

う。その結果C=0となると合格、C=1(合計C=2となる)となると不合格となる。また、第1標本に対し検査を行った結果、C=2以上に

なると最終的に不合格が確定し、新たに第2標本を抜粋する必要がなくなる。 

2. 次の場合は、ロットの大きさについて区別することが求められる。 

(1) 購入時期が異なり又は製造所が異なる原料から材料及び部品を製造した場合は、新たなロットにする。 

(2) 製造時期が大きく異なる製品は、新たなロットにする。 

(3) その製造工程が異なる製品は、新たなロットにする。 

3. 標本は任意に抜粋するものとする。 

 

4.担当省庁による対応体制及び海外諸国の制度と実施状況 

船舶安全法など関係法律に基づき、型式承認試験に係る手続きを行う上で不正行為又は資料提出

の拒否などへの制裁として型式承認の取り消し又は停止などを行うことができる。グリーン、スマート資

機材に注目が集まっている中で、海洋プラント用資機材に関する政策もまとまりつつあり、諸環境の醸

成が進んでいると見られる。 

現在、海外との相互承認は認められていないが、他国において承認された舶用品が、韓国政府によ

って認められる場合は「予備検査の対象及び基準」(添付3を参照)第2条第2項第2号に従って行われて

いる。 

第2条(予備検査の対象)  

②第1項にもかかわらず、次の各号のいずれかに該当する舶用品に対しては予備検査を行わないものとする。 

2. 次の各目のいずれかに該当する舶用品として「海上における人命の安全のための国際条約(以下「協約」という)当事国政府

又は国土海洋部長官が認める船級法人による検査を受けた舶用品等<改正2008年7月18日> 

イ. 外国において建造又は修理された船舶に置かれた舶用品等 
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ロ. 外国から導入又は借り入れた船舶に置かれた舶用品等 

ハ. 韓国内において生産されない舶用品等 

(出所)国土海洋部告示第2009-813号(2009年8月24日) 予備検査の対象及び基準 
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付録1舶用品の型式承認試験・検定の対象品目 

番

号 
品目名 番号 品目名 

1 倉口覆布(化学繊維に限る) 82 救助艇(固型) 

2 倉口覆布の布地(化学繊維に限る) シーアンカー 

3 倉口覆布の防水布地(化学繊維に限る) ①救命艇及び救助艇用 

4 救命艇艤裝品としての石油灯 

83

②膨張型救命いかだ用 

5 救命艇艤裝品としての磁気コンパス 84 救命索 

6 応急医療具 85 救命器具の布地 

7 手動ポンプ 86 呼吸具の酸素発生缶 

8 水密電気灯 87 保護カバー 

9 日光信号鏡 88 ジャイロコンパス及びレピータコンパス 

10 

全閉囲型救命艇 

(自由降下式、空気自給式、 空気自給自由降下

式、耐火式、耐火自由降下式を含む) 

89 磁気コンパスのボウル 

11 膨張型救命いかだ 90 磁気コンパスの羅針箱 

12 

固型救命いかだ 

(外装材としてFRP材、内装材としてプラスチック

浮力材を採用したもの) 

91 水先人用はしご 

13 救命浮器(外装材として布を採用したもの) 92 国際信号旗 

14 救命浮器(外装材としてFRPを採用したもの) 93 国際信号旗の生地及び部品 

15 救命浮器(外装材として木材を採用したもの) 94 防火戸 

16 

救命浮器 

(外装材として布を、内装材としてバルサ材を採

用したもの) 

95 隔壁材(隔壁や甲板、天井) 

17 救命浮器(膨張式のもの) 96 甲板上張材 

18 救命胴衣(膨張式のもの) 97 電線の貫通材 

19 救命胴衣(固体式のもの) 98 防火窓 

20 救命浮環 99 防火シャッター(自動・手動) 

21 浮力材料(プラスチック材) 100 不燃性材料 

22 浮力材料(FRP材) 101 上張材や下張材、防火塗料 

23 浮力材料(コルク材及びバルサ材) 102 結束バンド 

24 救命索発射機 103
耐火性板材及び不燃性コーティングコンパウン

ド(電線用) 

－ 76 －



80 

番

号 
品目名 番号 品目名 

25 救命いかだの支援艇 104 火炎通過防止装置 

26 自己点火灯 105 圧力真空バルブ 

27 自己発煙信号 106 高圧ガス容器のバルブ 

28 発煙浮信号 107 内燃機関 

29 落下傘付き信号 108

防水服 

(救命胴衣と併用の防水服については、同試験

基準の他に救命胴衣の型式承認試験基準に適

合しなければならない。) 

30 信号紅炎 109 火炎探知装置受信機(表示盤及び制御盤) 

31 膨張式救命いかだの自動離脱装置 110 手動型火炎警報装置(発信機) 

32 

スプリンクラー・ヘッド 

(自動車導線車両区域手動スプリンクラー装置

用) 

111 防爆型の電気器具 

33 無人機関室用自動消化装置 112 電気式カジ角指示器 

34 泡消火器(化学泡)(移動式、持ち運び式、簡易式) 113
レーダー反射器 

(生存艇用レーダー反射器を含む) 

35 泡消火器(機械泡) 114 探照灯 

36 粉末消火器(移動式、持ち運び式、簡易式) 115 船速距離計(電子式、圧力式、ドップラー式) 

37 炭酸ガス消火器(移動式、持ち運び式、簡易式) 116 救命艇用及び救助艇用内燃機関 

38 泡消化剤(化学泡) 117 複合式救助艇用及び複合式高速救助艇 

39 泡消化剤(機械泡) 118 煙管式火災探知装置 

40 低膨張泡消化剤(固定式泡消化装置用) 119 船尾駆動装置 

41 粉末泡消化剤 120 積層用エポキシ 

42 個人装具(安全灯及び斧を除く) 121 ガラス繊維材 

43 防煙ヘルメット及び防煙マスク 122 非常脱出用呼吸具 

44 自蔵式呼吸具 123 噴霧散水ノズル(開放型) 

45 安全灯 124 舶用潤滑油ろ過器 

46 可燃性ガス検定器(干渉屈折計型) 125 エア・マットレス 

47 手用測鉛 126 ウィーク・リンク 

48 電気船灯 127 持ち運び式発泡ノズル(固定式泡末消火装置用)

49 油船灯 128 泡モニター(固定式泡末消火装置用) 

50 閃光灯(白熱電球式及び放電管式) 129 発泡倍率測定装置(固定式泡末消火装置用) 
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番

号 
品目名 番号 品目名 

51 操船信号灯 130 逆止バルブ(固定式炭酸ガス消化装置用) 

52 無色透鏡 131 三方向バルブ(固定式炭酸ガス消化装置用) 

53 着色円筒型ガラス及び着色挿入ガラス 132 メインバルブ(固定式炭酸ガス消化装置用) 

54 無色円筒型ガラス 133 安全バルブ(固定式炭酸ガス消化装置用) 

55 電球(船灯用及び白熱電球式閃光灯用) 134
炭酸ガスマニホールド 

(固定式炭酸ガス消化装置用) 

56 

形象物 

(黒色球型、紅色球型、黒色円錐型、紅色円錐

型、黒色菱形) 

135
フレキシブルホース 

(固定式炭酸ガス消化装置用) 

57 信号灯 136 固定式消化装置用管類 

58 汽笛 

136

의2

固定式炭酸ガス消化装置用)高圧ガス容器 

59 号鐘 137 持ち運び式泡末放射器 

60 どら 138 消防用斧 

61 音響測深機 139 救命ロープ 

62 作業用救命衣 140

航海情報記録装置(VDR)及び簡易型航海情報

記録装置(SVDR) 

63 再帰反射材 141 自動仕分けシステム(ATA) 

64 救助艇の船外機 142 電子海図情報表示システム(ECDIS) 

65 キャノピー灯 143 高膨張泡消化剤(固定式消化装置用) 

66 室内灯 144 進水装置(救命艇、救助艇、救命いかだ用) 

67 救命胴衣灯 145 搭乗用はしご 

68 保温具 146 小型船舶遠隔操縦装置 

69 

火災探知器(差動式スポット型、定温式スポット

型、イオン化式、光電式、炎感知器) 
147 GPSプロッター 

70 錨 148 消火器の型式承認試験基準 

71 舷窓 149 スラッジ除去装置 

72 鎖 150 浸水警報装置(水位検知器及び警報装置) 

73 ワイヤロープ 151 LED(発光ダイオード)航海灯 

74 一般ロープ 152 GPS航法装置及びDGPS航法装置 

75 救難食糧 153 船尾管メカニカルシール装置 

76 食料水 154 泡末発生器(内部給気型固定式泡末消火装置用)
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番

号 
品目名 番号 品目名 

77 消化ポンプ 155

泡末ノズル 

(内部給気型固定式泡末消火装置用) 

78 消化ホース 156 船橋航海当直警報装置(BNWAS) 

79 ノズル 157 難燃材料(複合構造軟質ウレタンフォーム) 

80 水噴霧装置 158 救命胴衣(複合式)(＊国内航海船用に限る) 

81 国際陸上施設連結具   

(出所)国土海洋部告示第2012-96号(2012年3月5日)舶用品の型式承認試験及び検定に関する基準 

 

付録2 海洋汚染防止設備の型式承認試験・検定の対象品目 

番号 品目名 

1 油ろ過装置 

2 油分濃度計及びビルジ用濃度監視装置 

2の2 油排出監視制御装置の油分濃度計 

3 バラスト用油排出監視制御装置の監視記録装置 

4 流量計 

5 船速計 

6 油水境界面検出器 

7 洗浄機 

12 ふん尿処理装置(生物化学式) 

12の2 ふん尿処理装置(電気分解式) 

12の3 ふん尿処理装置(焼却式) 

12の4 ふん尿処理装置(2010年1月1日以降に建造される船舶) 

13 ふん尿磨砕消毒装置 

14 一般型船内焼却器 

14の2 
国際海事機関によって定められた基準に基づき、型式承認を取得しようとする船内焼却器 

(IMO型焼却器、単位容量1,500ｋW以下) 

15 乳化機 

16 防汚塗料 

(注)上記表中の番号は国土海洋部告示のそれによる 

(出所)国土海洋部告示第2009-569号(2009年8月10日)海洋汚染防止設備の型式承認のための性能試験及び検

定基準 
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